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　平素は会員ならびに関係者各位の皆様からご協力とご支援、ご
指導を賜り心から厚くお礼を申し上げます。
　昨年 6月に工藤鉄男会長を中心とする新執行部が誕生して 1年
と 2ヶ月が経ちました。この間、日整の活性化、療養費の適正化、
柔道整復師業界信頼の回復、卒後臨床研修の制度化、柔道整復師
団体の大同団結に向けた連携強化など、この業界に山積している

課題に対して実現を目指し種まきしてまいりました。すでに芽を出し始めたもの、収穫に至っ
たもの、収穫は何年も先になるものもあると思いますが成果を導き出しつつあります。
　その成果の一つは、 6年後の東京五輪開催に向けての一般財団法人東京オリンピック・パラ
リンピック競技大会組織委員会の運営に各界から幅広い助言を得るための『顧問会議』が設置
され、この顧問に業界を代表して本会の工藤会長が 6月に就任しました。このことは、日整の
「現実を改善する改革への強い情熱」と「理想を現実に変える大きな力」による活動の大きな
結果の一つであると思います。

柔道整復以外の業務でも「柔道整復師」の名称使用可
　もう一つの成果は、平成25年11月27日に厚生労働省医政局医事課長から「理学療法士」の名
称の使用等について、「理学療法士が、介護予防事業等において、身体に障害のない者に対して、
転倒予防の指導の診療の補助に該当しない範囲の業務を行うことがあるが、このように理学療
法以外の業務を行うときであっても、『理学療法士』という名称を使用することは何ら問題な
いこと。また、このような診療の補助に該当しない範囲の業務を行うときは、医師の指示は不
要であること」との通知でした。これに対して、本会は同事業等において「機能訓練指導員」
の名称使用のみ認められ、柔道整復師の名称使用は認められない不合理について、厚生労働省
担当局に対して、粘り強い交渉を行ってまいりました。その結果、平成26年 6月23日付事務連
絡での照会のあった標記について「『柔道整復師』という名称を使用することは、差し支えない」
との厚生労働省医政局医事課からの通知が発出されました。
　このことにより今まで柔道整復師は介護予防事業等において「機能訓練指導員」としてのみ
の参画してまいりましたが、今後は柔道整復以外の業務を行う場合であっても「柔道整復師」
の名称を使用し活動できることとなりました。これは非常に画期的なことであります。

あきらめない力
　今年の全国高校野球選手権石川大会の決勝戦は劇的な試合でした。 0対 8で迎えた 9回裏、
「笑えば前向きになれる」。必勝ならぬ「必笑」を今年のチームの合言葉にしてきた監督は、選
手に“打者一巡の攻撃をやるぞ”と言いその回一挙に 9点をあげ大逆転をしたのです。最後
の最後まで笑顔を絶やさなかった、監督、選手の決して“あきらめない力”に感動しました。

　巻頭言

心技体
「心が変われば運命が変わる」

公益社団法人日本柔道整復師会

副会長　木山　時雨
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ベンチ入りできなかった部員、生徒、父兄、多くの関係者も同じ気持ちで戦ってきたと思いま
す。日整も同様に会員の皆様や関係各位の大変なご支援のもとにあることは申すまでもありま
せん。
　柔道整復の技術や医療制度は、明治 7年に西洋医学を取り入れてスタートし、先達が80年近
く医療制度に奮闘し昭和33年柔道整復師施術に係る療養費の算定基準の実施まで、長い間努力
してきた賜物です。先達が幾多の苦難を乗り越え試練に耐え現在に至るまで決してあきらめる
ことなく、目標に向かって歩み続けた結果だと思います。この不屈の精神を継承していくこと
が次の勝利に繋がるのだと思います。

人生のチャンピオン
　私の好きな柔道家の一人に1984ロサンゼルスオリンピック金メダリストの山下泰裕氏がいま
す。この山下氏の中学時代柔道部の恩師が大切にしていたのは、「人生の勝利者、人生のチャ
ンピオン」になることだったそうです。どんなに柔道で頑張って日本一、世界一なっても選手
として頑張れるのは30歳くらいまで、大事なことは「柔道で頑張ったことを人生に生かすこと」
だと言われたそうです。「柔道で学んだことをみんなが普段の生活の中で一生懸命生かしてい
けば、全員が人生のチャンピオンになれる。柔道はそのためにやるものだ」と。（「致知」平成
26年 7月号一部抜粋）
　山下氏は、昨年の日整新執行部がスタートしたちょうど同時期に全日本柔道連盟の副会長に
就任しました。この時期は暴力、セクハラ、助成金問題などがあり大変な時期でした。しかし、
改善の必要なところを改革していったのです。その一つは子供たちや指導者がいつどこに行っ
ても誰に会っても「私は柔道をしている」と胸を張って言える柔道界にしていくことだそうで
す。「礼節を持って自立した高潔さと品格のある柔道家を目指す」と。柔道チャンピオンの山
下氏も、「人生のチャンピオン」を目指しています。
　2012ロンドンオリンピック金メダリストの松本薫選手が小さいときから通っていた道場に私
も所属していましたが、その恩師は、礼節・体づくり・技の習得・努力することに大変厳しい
方でした。なかでも礼節を一番に重んじ道場で柔道をしているときだけでなく、道場を出てか
らも礼節を忘れることのないようにと厳しく指導されました。

「心技体」
　日整の実行しなければいけない大きな課題の一つである卒後臨床研修制度の確立ですが、国
家試験合格直後でも開業できる仕組みにも問題があります。
　近年は、パソコンや携帯端末が著しく普及し、あの小さい画面を見ながら 1日の多くの時間
を過ごす人が多くなってきました。これでは、情報は入ってきますが、人と対話したり触れた
りする実際の体験ができませんし、想像力やアイディアが出てきません。
　毎年約5,000人の柔道整復師が誕生してきますが、この方々が研修でしっかりとした臨床の
技術とともに大切な礼節を身に付けて全国どの地域に出ていっても活躍できるような素晴らし
い環境づくりを願っています。
　柔道整復師を取り巻く環境は、厳しいものがあり、諸々の問題を解決していくためには地道
な努力と皆様の協力が必要です。会員諸氏のみならず国民皆様の一層のご理解と信頼をいただ
けるよう工藤会長をはじめ役員一人ひとりが役割を十分に認識し一丸となって鋭意努力する所
存です。
　「心が変われば、行動が変わる。行動が変われば、習慣が変わる。習慣が変われば人格が変
わる。人格が変われば運命が変わる」。「心技体」とありますが、その中でも「心」が一番大事
なのではないでしょうか。
　「思いやり、勇気、情熱、知恵、体験」も患者さんに対する心構えの心訓でしょう。柔道整
復師の良き証しとなるように頑張りましょう。
　会員の皆様方におかれましては、引き続きご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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開 催 場 所 日本柔整会館 2階理事会室
開 催 日 時 平成26年 5月21日（水）午後 1時

～午後 3時40分
理事現在数
及び定足数 現在数19名　定足数10名
出 席 者 理事19名中19名出席
 工藤、木山、萩原（正）、豊嶋、

佐藤、吉田、松岡、永田、
 萩原（隆）、阿部、市川、山﨑、

伊藤（宣）、三橋、高崎、大西、
 原、伊藤（述）、富永
理事外の出席者 内山監事
司 　 会 豊嶋総務部長
開 会 の 辞 木山副会長
議 　 長 工藤会長
閉 会 の 辞 萩原副会長

〈会議の概要〉

　冒頭で議長が司会進行を総務部長に依頼し会
議が開始された。最初に定足数を確認し、次に、
議事録署名人は工藤鉄男会長と内山富之監事で
あることを確認した。

〈議　題〉

第 1号議案『役員選任について（平成27年度
からの改選に向けて）』
　総務部長より議案について説明があった。審
議の結果、理事の選任・選定については、定款
改正も含めて、顧問弁護士や内閣府に確認をと
りながら進めていくことを承認可決した。
第 2号議案『新入会員の初年度会費について』
　総務部長より議案について説明があった。審
議の結果、新入会員の初年度会費について平成
26年度は優遇措置を行わないことを承認可決し
た。
第 3号議案『再入会者の対応について』
　総務部長より議案について説明があった。審
議の結果、退会時に未納の会費があった者が再
入会する場合の入会規程を定め、当該未納分の
会費の支払義務を明確にすることを承認可決し

た。次回の理事会に総会の議案に上程する「会
費規程」、「入会及び退会に関する規程」を上程
することとした。
第 4号議案『総会の議長、副議長の選任に
ついて』
　総務部長より議案について説明があった。 6
月22日開催予定の通常総会の議長・副議長候補
について検討し、議長に阿部理事、副議長に市
川理事とする提案を承認可決した。
第 5号議案『講師派遣依頼について（宮城県）』
　総務部長より議案について説明があった。宮
城県からの講演依頼（平成26年 6月21日）につ
いて、山口登一郎会員の講師派遣を承認可決し
た。
第 6号議案『第23回世界スカウトジャンボ
リー（2015年開催）について』
　総務部長より議案について説明があった。審
議の結果、平成27年 7 月28日（火）～ 8 月 8 日
（土）に開催予定の標記大会において、ブース協
力（催し物の実施）することを承認可決した。
第 7号議案『日整全国少年柔道大会・日整
全国少年柔道形競技会・日整全国柔道大会
について』
　総務部長より議案について説明があった。審
議の結果、大会役員について、当日の警備につ
いておよび案内状などについて提案があり、原
案を承認可決した。
第 8号議案『全国少年柔道大会（ 5月 5日開
催）について』
　総務部長より議案について説明があった。毎
年 5 月 5 日に講道館において開催されている
「全国少年柔道大会」において、「日整全国少年
柔道形競技会」入賞チームを日整から派遣し、
演武させることについて承認可決した。
第 9号議案『柔道整復学継続研究事業につ
いて』
　学術部長より議案について説明があった。審
議の結果、「整骨範」の翻訳を進めることを承
認可決した。

理 事 会 だ よ り
総 務 部

理 事 会 だ よ り
総 務 部

＜平成26年度　第 2回理事会＞
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第10号議案『各地区（ブロック）における国
際部報告会開催について』
　国際部長より議案について説明があった。審
議の結果、日整学術大会における国際部報告会
の実施について、まず、平成26年度は一部地区
において実施することを承認可決した。来年度
以降については順次開催すべく、再度検討する
こととした。

〈報告事項〉

①　日整会員年度末各種集計資料
②　柔道整復師免許証の様式変更について
③　柔道整復師卒後臨床研修指導者のための技
術講習会実施に係る協力依頼について

④　第10回国民医療推薦協議会について
⑤　平成26年　春の褒章・叙勲受章者調
⑥　理事会議事録
⑦　クールビズについて
⑧　予算管理月報【途中段階】（ 3月分）
⑨　会計決算システムの確立について
⑩　経理部会報告書
⑪　日整主催ブロック学会　介護対策課　担当
表

⑫　2014・柔道整復師と介護保険について
⑬　全国保険部長会議の開催について
⑭　学術・生涯学習講習会　特別講演について
⑮　平成27年度　学術大会　東北と四国の日程
について

⑯　JICA事業日本研修開講式等について
⑰　国際部報告事項
⑱　各部からの報告

開 催 場 所 日本柔整会館 2階理事会室
開 催 日 時 平成26年 6月 4日（水）午後 2時

～午後 3時58分
理事現在数
及び定足数 現在数19名　定足数10名
出 席 者 理事19名中19名出席
 工藤、木山、萩原（正）、豊嶋、

佐藤、吉田、松岡、永田、
 萩原（隆）、阿部、市川、山﨑、

伊藤（宣）、三橋、高崎、大西、
 原、伊藤（述）、富永
司 　 会 豊嶋総務部長
開 会 の 辞 木山副会長
議 　 長 工藤会長
閉 会 の 辞 萩原副会長

〈会議の概要〉

　冒頭で議長が司会進行を総務部長に依頼し会
議が開始された。最初に定足数を確認し、次に、
議事録署名人は工藤鉄男会長と内山富之監事で
あることを確認した。

〈議　題〉

第 1号議案『通常総会開催通知について』
　総務部長より議案について説明があった。 6
月22日開催予定の通常総会開催日時・場所・議
題等を審議し、原案の通常総会開催通知を承認
可決した。
第 2号議案『平成25年度事業報告書（案）に
ついて』
　総務部長より議案について概要説明があり、
審議の結果、原案を承認可決した。
第 3号議案『平成25年度決算報告書（案）に
ついて』
　経理部長より平成25年度の貸借対照表および
損益計算書ならびに財産目録等の決算書類と予
備費の使用について説明があり、審議の結果、
いずれも承認可決した。
第 4号議案『平成25年度監査報告について』
　佐藤理事より平成25年度の監査を行い適正で
あったとの報告があった。
第 5号議案『平成26年度会費免除者について』
　総務部長より議案ついて説明があった。審議
の結果、終身免除（61名）、所得等に関する免

＜平成26年度　第 3回理事会＞
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除（35名）、および東日本大震災被災会員の会
費免除 6名（福島県）について承認可決した。
第 6号議案『定款（改正案）について』
　総務部長より議案について説明があった。「会
長及び副会長の選定及び解職」を、理事会権限
から総会権限とする提案を含め、役員の選任方
法などを変更した改正案を、審議の結果、承認
可決した。
第 7号議案『会費規程（改正案）について』	
　総務部長より議案について説明があった。審
議の結果、再入会の場合、退会時に未納の会費
があるときは、当該未納分を支払わなければな
らないとする趣旨の改正案を承認可決した。
第 8号議案『入会及び退会に関する規程（改
正案）について』
　総務部長より議案について説明があった。審
議の結果、第 7号議案を受けて再入会について
の条項を追加した改正案を承認可決した。
第 9号議案『補欠監事の選任について』
　総務部長より議案について説明があった。立
候補届受付期日の 5月29日までに立候補を届け
出た 1名の候補者の中から監事を選任する方法
について諮り、「挙手による選任」の方法をと
ることを確認した。

〈報告事項〉

①　DJATについて
②　学術講習会のタイムスケジュールについて
③　各部からの報告

開 催 場 所 日本柔整会館 2階理事会室
開 催 日 時 平成26年 6月21日（土）午後 2時

～午後 3時35分
理事現在数
及び定足数 現在数19名　定足数10名
出 席 者 理事19名中18名出席
 工藤、木山、萩原（正）、豊嶋、

佐藤、松岡、永田、萩原（隆）、
阿部、市川、山﨑、伊藤（宣）、
三橋、高崎、大西、原、伊藤（述）、
富永

理事外の出席者 内山監事
司 　 会 豊嶋総務部長
開 会 の 辞 木山副会長
議 　 長 工藤会長
閉 会 の 辞 萩原副会長

〈会議の概要〉

　冒頭で議長が司会進行を総務部長に依頼し会
議が開始された。最初に定足数を確認し、次に、
議事録署名人は工藤鉄男会長と内山富之監事で
あることを確認した。

〈議　題〉

第 1号議案『通常総会の質問事項について』
　総務部長より議案について説明があった。通
常総会質問事項締切日の 6月16日までに質問届
出がなかったことの確認と、当日の質問は例年
どおり、議長判断で緊急性を要する場合に受け
付けることとする提案を、承認可決した。
第 2号議案『役員選任規程について』
　総務部長より議案について説明があった。通
常総会へ上程する定款（改正案）内容に伴った、
役員の選任方法などを変更した役員選任規程改
正案について、審議の結果、承認可決した。
第 3号議案『通常総会の傍聴について』
　総務部長より議案について説明があった。傍
聴については今までどおり、通常総会開会後に
議長が傍聴許可を出す方法をとるとする提案を、
承認可決した。
第 4号議案『事業報告等に係る内閣府への
提出書類について』
　総務部長より議案について説明があった。審
議の結果、 6月22日の通常総会において平成25

＜平成26年度　第 4回理事会＞
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年度事業報告および決算報告が議決されたあと、
原案の「事業報告等に係る提出書」を内閣府へ
提出することを、承認可決した。
第 5号議案『日整柔道大会パンフレット作
成業者について』
　総務部長より議案ついて説明があった。審議
の結果、10月13日（月・祝）開催予定の日整柔
道大会パンフレット作成業者は、提案のとおり
承認可決した。
第 6号議案『専門的活動の視察について』
　国際部長より議案について説明があった。日
整来館予定のモンゴル国文化・スポーツ・観光
省スポーツ訓練センター長等が 7月17日（木）に
来日した際の応対について、承認可決した。な
お、基本的内容については、改めて国際部を中
心に確認の上、報告していくこととした。
第 7号議案『その他（全国柔道整復師連合会
との意見交換会ついて）』	
　工藤会長より日整役員と全国柔道整復師連合

会の田中威勢夫会長等との意見交換会の場を設
けたいとの提案があり、審議の結果、承認可決
された。
第 8号議案『その他（通常総会各部報告につ
いて）』
　総務部長より 6月22日通常総会における各部
報告事項内容の確認があり、総務部・保険部・
学術部・広報部・国際部から報告が行われるこ
とを、承認可決した。

〈報告事項〉

①　日整柔道大会の抽選について
②　一般財団法人東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会組織委員会顧問会議のメン
バー就任委嘱状について

③　各部からの報告

日整理事・日整保険部長、公益社団法人神奈川県柔道整復師会会長 
吉田充孝先生 享年66（満65歳）が逝去されました

日整総務部

　平成26年 7月 7日（月）午前 0時37分、かねてから病気療養中の公益社団法人神奈川県柔道整復
師会会長の吉田充孝先生 享年66（満65歳）がご逝去されました。
　御葬儀は、平成26年 7月12日（土）午前11時から神奈川県相模原市相模原市営斎場において、施
主吉田理氏（ご子息）、喪主吉田規代様（ご令室）により、しめやかに執り行われました。
　通夜、告別式の会場では政界・官界・業界をはじめ、多くの参列者が、生前の吉田先生のお人
柄を偲び、最期の別れを惜しみました。
　故吉田会長は、我が公益社団法人日本柔道整復師会におきましても、代議員、保険部員、保険
部理事などを歴任され、平成25年 6月から、公益社団法人日本柔道整復師会保険部長として保険
業務のための対外折衝などに卓越した手腕を発揮され、これからのご活躍が大いに期待されてい
ました。この度の悲報は、大変苦労をされて公益法人に移行された神奈川県柔道整復師会はもち
ろんのこと、日整のみならず柔道整復師業界にとっても大きな損失であります。
　先生の生前のご功績に感謝と敬意の意を表し謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

訃　報
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　活字離れが進み、書籍ではなくデジタル動画
が好まれる今の日本において、現代のデジタル
文字情報最先端ともいうべきインターネット上
では、どういう訳か「 2チャンネル」や「ツイ
ート（つぶやき）」などで、名前も素性も分か
らない人の発した「言葉」が何の躊

ためら

躇いもなく
配信され続けています。しかし、それらは単に
自分の素性が明かされないことを逆手にとって、
身勝手で言いたい放題の言葉を発する「戯

ざれ

言
ごと

」
でしかありません。言葉の責任を問われたくな
いからこそ名を明かさないのです。そうした戯
言をもとに、資格や制度に関することを話題に
して社会が揺れ動かされてしまうのはとてもお
かしなことです。しかし、大手マスコミのテレ
ビ・新聞では、今やこうした「つぶやき」をニ
ュースの画面に入れ込み、あたかも市民権を得
た公の声であるかのように取り上げ、ケジメの
つけられない「言った者勝ち社会」が加速して
しまっています。
　振り返れば、歴史上の厳しい階級社会におい
て、言いたいことが抑圧され、理不尽な処分を
逃れるためには、そうした無記名者の戯言にも
意味が生じた時代があったのかもしれません。
また、礼儀作法やさまざまな制度で厳しく管理
され続けてきた日本社会への反動という意味合
いもわずかに残っているのかもしれません。し
かし、現代の日本という開かれたこの国におい
て、名を明かさずに発せられる戯言には、もは
やそれ以上に建設的な意義はないでしょう。誰

もが見聞きする公の場で発せられる言葉には相
応の重みがあり、だからこそ、人びとは責任の
伴う者の言葉から真実を見出すのです。逆に裏
付けのない戯言に 真

まこと

を見る人は少ないだろう
と信じています。
　本来、言葉に関わる決め事というのは、どの
国においても、それぞれの国が永く受け継いで
きたその国の文化の最も中心にあるものです。
我が日本における言葉の使い方へのケジメは、
世界でも例のない敬語表現の多さや挨拶に関す
る作法に始まり、手紙の書札例、文芸での短歌
や俳句では文字の数までも定めて削り込み、そ
の中から絞り出す表現は、音やリズムをも美意
識として追求するところまで言葉の文化を昇華
させてきました。奈良時代に成立した『万葉集』
には、当時の文化人であった歌人だけでなく、
辺境防備にあたった防

さき

人
もり

やその家族の歌がたく
さん収められています。それは、その時代を生
きた人びとの中に、日々の生活の中でも言葉を
きちんと正しく使い、周囲の物事からしっかり
と真実を見出そうとする誠実さと美意識を持っ
た人がいた証しであり、そうした人たちが詠

よ

む
歌が、独自文化を守るという社会（国家）の中
でも認められて『万葉集』に収められた訳です。
洋の東西を問わず、現代にまで遺

のこ

る詩
しい

歌
か

は、歴
史的な意味合いだけでなく、その国の人たちの
心の財産となっています。それは、その時代に
生きた作者の心から絞り出された美意識と思い
が言葉に乗り、時代を越えて人から人へと繋げ

§4．柔道整復師の発すべき言葉

会 長　工藤　鉄男
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られているからに他なりません。
　我われ柔道整復師が発する言葉も、治療の現
場で痛みに苦しむ人びとの心を癒やし、我われ
が関わることで必ずやその痛みから解放し、本
来活躍できる元の場へ元気に復帰させられるだ
けの施術経験や手技の裏付けによって、患者そ
れぞれの夢や希望へと直結できるものでなけれ
ばなりません。それが国家資格を持つ者の責任
だと思います。そして、私たち柔道整復師の口
から“言葉”が発せられたとき、もはやそれは
我われだけの個人的なものではなく、それは患
者さんの問題であると同時に、地域で困った人
びとを救うという「思い」や「仕組み」を背負
ったものとなり、最大限に広げれば、国が国民
をどう扱うのか、地域がそこに住む人をどう思
いやるのかといったこの国の在り方そのものの
問題ともなります。つまり、患者の意志やその
家族に必要のない身勝手な理屈や利益論が優先
される言葉など、患者にとっても我われ施術者
にとっても何の意味もないものとなるのです。
裏返せば、我われは患者のために、患者が欲す
るところに手を当て、責任のある言葉を使わな
ければ、治療家として存在すべき価値を、言葉
を重視するこの国の中で認められることはない
ということです。
　今、日本は「人口減少」という国力衰退とも
いうべき最上級の問題の上に、生産者である若
者と支えられる高齢者のバランスが大きく崩れ
た「高齢化」という問題、更にはそうした国民
の生活を安定的に維持するための経済的な「税
徴収・再分配」の仕組みづくりまでをも含めた
3階建ての社会保障改革が同時に進められてい
ます。
　しかし、我が国が何千年もかかって積み上げ
てきた固有の文化や決まり事は、戦後の占領政
策の元で徐々に浸食され破壊され続けてきまし
た。先に述べた言葉だけでなく服装やものの考
え方に至るまで、この国独自の本来のカタチは
今や崩壊寸前とさえ言えます。医療についても、
西洋医学以外はなかなか正しく評価はされませ
ん。古来から日本の伝統医療として永く受け継
いできた我が柔道整復は、戦後「医業」ではな
く「医業類似行為」という枠に封じ込められ、
さまざまな制約を受け続けています。しかし、
モノの見方やそこへ至る考え方は、場所や時代

によってもどんどん変わっていくのが常です。
我われへの現在の不当な評価をこのまま放置せ
ず、未来に向けて必ず正しい評価を得られるよ
うに我われ自身が一歩でも前へ進め、変えねば
なりません。海外の異文化をも呑み込みながら
進化し続けてきた日本は、停滞したこの四半世
紀に本来の国の軸を見失いつつあります。揺れ
動く基準に惑わされず、我われも本来の軸を見
つめ直し、責任ある自分たちの言葉で正しく人
びとに伝える努力をしなければなりません。
　今、国が進めている改革が、もしも医療費を
単純に安価に抑えることを優先させようという
のであれば、柔道整復はほかよりも安価である
ことを声高に誇示すべきですし、制度運用上の
モラルを問うのなら、現行制度で改善すべき点
にこそスポットを当て、改善すべき裏付けとな
るデータを明示すべきです。既存の仕組みに矛
盾があるのなら、見事に管理可能な仕組みへと
修正するために、何が不足し何が余計なのか、
最終的に何をすべきなのかを決定権のあるとこ
ろでしっかりと回答を出せるようにする必要が
あります。そして今、日整執行部はそれを関係
各省庁に対して全力で働き掛けています。悪

いた

戯
ずら

に医師との衝突へと視点を向ける人たちもおり
ますが、衝突や争いからは何も産まれません。
国が進める改革から、我われ柔道整復業界の改
革は少しもズレることなく、これまでどおり「患
者さんのため・国民のため・地域住民のため」
を貫きます。この社会保障改革の中で、我われ
に手伝えることが少なからず必ずあります。例
えば、地域包括ケアという在宅・地域性重視と
いう新しいシステムづくりの流れについても、
柔整の独自性を損なうことなく、むしろそれを
強みとして、地域の人たちのために尽くすこと
を更に進めるには絶好の機会なのです。そこで
なら医師との連携が更に進む可能性は大いにあ
ります。しかし、その実現のためには、先ず我
われ自身のことを外部の人たちに正しく伝え、
もっと知っていただき、信頼していただく必要
があります。今後は個々の無責任な“思いつき”
や“つぶやき”ではなく、柔道整復師自身が発
する“責任ある言葉”で、それぞれの地域に対
して、広く、正しく我われを理解してもらえる
ように、我われの業界全体の統一された情報を
積極的に発信していく必要があるのです。
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各各各各各各各各国国各国の国づくり・人づくりに各国の国づくり・人づくりに

　公益社団法人日本柔道整復師会（以下、日整）は、2014年度日本伝統治療（柔道整復術）指導
者育成・普及プロジェクト、第 1回日本研修閉講式と懇親会を平成26年 8 月 5 日（火）、東京ドー
ムホテルにおいて関係各位の来賓を迎え開催した。
　本プロジェクトは、2011年 9 月からの 5年計画で、プロジェクト終了後もモンゴル人のみで柔
道整復術普及活動が行われる体制づくりを目的として、モンゴル人指導者候補の育成を行ってい
る。この日本研修は指導者候補育成活動の一つで、年 2回実施している。
　研修を終えたのは、オユンバートル・ダリルチュルン准医師、ムンフバ−トル・ボロルチメグ
准医師、エンフタイワン・トゥブシンバヤル准医師の 3名。研修生は、研修先である日整会員の
接骨院、整骨院およびこの事業に理解を示していただいている整形外科の病院や医院で 2ヶ月間
にわたり骨折や脱臼、捻挫、靭帯損傷の治療法、介護予防と整形外科的疾患などについて学んだ。
閉講式では研修生が研修成果を学習意欲に満ちた流暢な日本語でスライドを用いて報告した。 3
名の准医師には、独立行政法人国際協力機構（JICA）東京国際センターの佐々木十一郎所長と
工藤鉄男日整会長より受講証明書が授与され、称賛の拍手が送られた。
　引き続き懇親会が開かれ、閉講式での 3名の熱心な報告と日整の活動に対して、多数の来賓か
ら深い感銘を受けた旨と祝意が示された。
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　日本伝統治療（柔道整復術）指導者育成・
普及プロジェクトの事業は、2006年から外務
省のODAとして JICAの皆様に大変お世話に
なって推進されております。本日は大変お忙
しいところ、逢沢一郎衆議院議員、JICA東
京国際センターの佐々木十一郎所長をはじめ
多くの方々のご臨席をいただきまして、心か
らお礼を申し上げます。このプロジェクトは、
日本の伝統的医療である柔道整復術を途上国
で何とか役立てる方法がないかというところ
から始まりました。日本の江戸時代には接骨
術というものが日本国の健康保持、社会福祉
の分野で活用されてきましたが、その精神は
何かといいますと「人の喜びを自分の喜びと
し医科の精神をしっかり組み込んでいる」『柔
道』という精神から来ているものだと思って
います。嘉納治五郎先生の精神柔道とは「精
力善用」「自他共栄」ですが、これは日本国、
世界に通用する哲学ではないかと思います。
人の性格は中からは変えられませんが、柔道
整復術は、我われの手当を通しての人格づく
り、これにも貢献できる技術だと思っており
ます。人格を学ぶには人との出会いが大切で
す。ご来賓の皆様方と知り合い多くのご指導
をいただきながら、人格形成に一生懸命頑張
らせていただいております。
　私たちは学校教育で子供たちをしっかり教

育して人格形成して柔道整復師としての人間
性を勉強し、国民のため、ひいては国際交流
のプロジェクトにも生かせるような人材を送
っていただけるように願っています。
　本日ご出席いただいています共同通信社の
古賀尚文相談役には柔道整復術の人づくり、
また教育に対してアドバイスいただいており
ます。心から感謝申し上げます。人格を学ぶ
ためには人との出会いが大切だと申しました
が、柔道整復師としてやらなければならない
ことは、人に対する思いやり、感謝の気持ち、
そういう心を持った人をしっかり育てること
だと思います。その一つとして今回、 3名の
研修生に勉強に来ていただきました。この 3
名の研修生にはこれからモンゴルに帰ってこ
の日本で学んだこの無血で手当てができる、
この柔道整復術をモンゴル国でお医者さんに
かかれない人々に提供していきますが、今回
の研修で患部に触って心のコミュニケーショ
ンを取れるところまでしっかりと勉強できた
と報告をいただいています。そのような思い
を今日ご臨席いただいた方々に研修成果報告
をしていただきたいと思います。
　研修生には日本で生まれたこの柔道整復術
の技術をしっかりとモンゴルの国民のために
役立てるようにしていただきたい。将来皆さ
んが勉強して頑張ったことを後世の人たちに、
モンゴル国の発展に寄与したという歴史をつ
くっていただきたいと思います。そのために
ここに集まっているご来賓の皆様と共に日整
は全身全霊でご協力することをお約束いたし
ます。関係機関との連携を更に深め、世界で
類を見ない骨折・脱臼等の徒手治療技術であ
る柔道整復術の海外普及を通し、日本の国益
に資するとともに、途上国をはじめとする各
国の国づくり・人づくりに積極的に貢献して
まいる所存です。ご来賓の皆様にはこの事業
達成のために、より一層のご支援とご指導を
切にお願い申し上げます。

「人に対する思いやり、感謝の気持ち」

工藤会長の閉講式挨拶（要旨）
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　閉講式は午後 3時から国際部の本間琢英部員
の司会で始まり、木山時雨副会長の開式の辞に
より厳かに進んだ。挨拶に立った工藤会長はご
来賓に対して感謝の意を表した後「柔道整復師
界としてやらなければならないことは、人に対
する思いやり、感謝の気持ち、そういう心を持
った柔道整復師をしっかり育てることだと思い
ます。その一つとして今回、 3名の研修生に勉
強に来ていただきました。研修生には日本で生
まれたこの柔道整復術の技術と心をしっかりと
モンゴルの国民のために役立てるようにしてい
ただきたい」と事業達成のための願いを述べた。
（要旨別掲）。

モンゴルでの体験、世界各地にも

　来賓の祝辞として逢
沢一郎衆議院議員は、
「日本・モンゴル議員
連盟の副会長を仰せ仕
かっております。第 1
回日本研修閉講式の盛
会をお祝い申し上げま
す。優秀な 3名の准医

師をモンゴルから日本へお招きすることができ
ました。貴重な実技トレーニング訓練を受け定
められたカリキュラムをしっかりと受講され、
今日立派に閉講式の運びとなりました。長年、
日整の先生方はモンゴルにおきまして柔道整復
術の普及発展にしっかり働いていただける人材
育成の養成をしようと、高い目標を掲げられ地
道な活動努力をずっと続けていただきました。

あるとき工藤会長から実は東京都の先生方を中
心にモンゴルでこんな事業を続けているのだと、
そんなお話を聞かせていただきました。先ほど
工藤会長は“感謝の気持ちを大切にする。感謝
の気持ちを持つ人材をつくる”のだとそのよう
なことにも触れていましたが、そのような考え
方に基づいて、モンゴルにおける人づくりそし
て技術を身に付けていただくそのことを通じて
モンゴルと日本の友好国関係をぐっと成長発展
させていただこうと努力を重ねていただいたわ
けです。これは日整の先生方を政府としても日
本国としても適切な形でご支援を申し上げなけ
ればならない。また一緒に頑張るそのような形
が必要なのではないかと咄嗟にそのように思い
ました。間髪入れず、日整の先生方はずっと日
本伝統治療（柔道整復術）指導者育成・普及プ
ロジェクトの活動を続けています。モンゴルの
方々から大変感謝をされています。モンゴルは
お国柄対人口あたり大変怪我をしやすいので、
治療や学術の面で成果を上げています。このよ
うなことを外務省、JICAの皆様に報告をさせ
ていただいたわけですが、そのことを受けてよ
い形で日整の応援をさせていただいています。
また外務省も JICAも一緒にスクラムを組んで
活動することができたことを私も嬉しく、そう
いった立場でお手伝いができたことを大変誇り
に思っているところであります。世界各地には
そういったニーズの所がたくさんございます。
モンゴルでのある意味貴重な体験、成功をモン
ゴルにとどまることなくそういった所に展開し
ていっていただきたい。工藤会長をはじめ先生

▲挨拶する逢沢先生
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方のご尽力、そしてご理解ご支援をいただいて
いる全ての方々に敬意と感謝を申し上げます」
と述べ、今後の活動に期待を込められた。

NHKワールドを通じて世界へ

　続いて来賓の挨拶に
立った JICAの佐々木
所長は、 3名の准医師
にねぎらいの言葉をか
けた後「日整の皆様方、
丁寧にご指導いただき
ました研修先の先生方
におかれましては研修

生に対して情熱を傾けご指導やご支援をいただ
き本当にありがとうございました。本プロジェ
クトにおきましては、プロジェクト終了後もモ
ンゴル人のみで柔道整復術普及活動が行われる
体制づくりを目的として、モンゴル人指導者候
補の育成を行っているという目標の達成に大き
く寄与する重要な部分と考えております。 3名
の研修生の皆様、今回日本で学ばれたことを帰
国後、更に復習して研鑽に励むとともにできる
だけ多くの同僚や後輩にこの研修の成果をお伝
え願い、モンゴルにおける柔道整復術の指導者
として大成していただきたいと思います。また
帰国後活動の成果をぜひ知らせてください。
　昨年 9月に日本、モンゴルの両首相の間で合
意されました『戦略的パートナーシップのため
の日本・モンゴル中期行動計画』ではモンゴル
国の優先分野開発の人材育成というものが課題
とされまして、その優先課題の中に産業人材の
育成と医療人材の育成のこの 2つが掲げられま
した。JICAではこの両国政府間の戦略的パー
トナーシップにのっとり日本国内のさまざまな
機関のご支援ご協力をいただきながら技術協力、
無償有償資金協力、ボランティア派遣などの協
力事業を現在行っております。中でも草の根技
術協力の事業につきましては通常の政府の間で
の合意事項に基づいているのではなく、日本国
の団体からの発意に基づいて事業を実施してお
ります。その意味でこの協力はまさに日整から
のご提案があって初めて成立したものでござい
ます。日整のモンゴルに対する協力の熱意に心
から敬意と感謝を申し上げます。このような協
力が日本とモンゴルの更なる親善関係の促進に

繋がることを確信しております。今回このプロ
ジェクトを全世界に情報を発信するサービスを
行っているNHKワールドが取材することにな
りました。 3名の研修生の研修の様子も取材さ
れておりますし、この後、日整の専門家の皆さ
まがモンゴルで指導する活動の様子も取材され
ます。これがNHKワールドを通じて世界の視
聴者に届けられることになりました。我われも
この事業を通じて日本の伝統医療の文化またそ
れを更に世界に広げている日整のこの活動が広
報という形で広められることに対して大変嬉し
く思っております」と述べ、日本とモンゴルの
更なる親善関係に期待を込められた。

国際部報告

　萩原隆国際部長から
今回の日本研修と活動
について次のように報
告があった。平成26年
2月11日、モンゴル国
立医科学大学において、
モンゴル国保健省アマ
ルサナ副大臣はじめ多

くの行政関係者を迎えた中、当大学と日整の間
に新たに柔道整復術の普及に関する協定書を締
結した。調印式には工藤会長はじめ担当副会長
他 4名が出席した。今後は新協定を基に交流が
行われる。
　 2月17日、 3月 4日、2013年度第 2回モンゴ
ル派遣が行われ、ツゥブ県と看護大学の講習会
を実施。 3月 1日には、ウランバートル JICA
日本センターにおいて恒例の市民公開講座を開
催。定員200名の会場は溢れんばかりの参加者
となり成功裏となった。
　 5月 1日には長年の懸案であった柔道整復術
モンゴル語テキスト（約400ページ）が完成。
現地でも評判となり地方の医療従事者を中心に
病院、教育機関に無料配布した。 6月11日から
7月 5日まで約 2ヶ月間、第 1回日本研修を行
い今回は特に診断力が身に付くように重点を置
き研修した。 6月24日に河野俊嗣宮崎県知事、
6月26日に黒木健二日向市市長へ表敬訪問を行
い、本研修の目的ならびに成果について報告を
行った。研修生は回を追うごとに実力の向上が
目覚ましく、日本で修得した知識、技術をモン

▲挨拶する佐々木所長

▲報告する萩原国際部長
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ゴルに帰ってからもさまざまなところで役立て
ているとともに、他の医療関係者にも伝えてお
り、プロジェクト本来の目標を徐々に達成しつ
つあると感じている旨の報告があった。

研修成果報告

准医師
オユンバートル・ダリルチュルン� （ 3回目）

開放性コーレス骨折を体験
【要　旨】

　私は、宮崎県の今村
整骨院で疼痛の評価と
手技療法（操体法）を
学び21種の操法を修得
しました。実際に触診
して分かるようになり
ました。速攻効果があ

るので驚きました。奈須接骨院では、骨折、脱
臼の整復・固定の復習と四肢関節に対する評価
と処置を身に付けました。モンゴルでは落馬す
ると鎖骨骨折する人が多いので大いに用いたい。
また、転倒予防教室にも参加しました。モンゴ
ルは日本と同じく高齢化社会になるので重要だ
と思いました。埼玉県の栗原整形外科では、問
診、検査の方法、整復、固定の助手、さまざま
な骨折の症例を学びました。なかでも初めて見
た開放性コーレス骨折は治療経過を毎日記録し
患者さんが何に困っているか分かりました。今
回の研修では触診で指の感覚がとても大切なこ
と。患者さんと多くコミュニケーションをとる
ことで、患者さんの訴えを理解できること。症
例の経過を記録し、治療の流れと症状の変化を
理解したこと。骨折の整復技術で自分に何が不
足しているかということが分かりました。
　次回来たときにはもっとスキルアップできる
ようにモンゴルに帰っても頑張ります。皆さん

の熱心なご指導をありがとうございました。

准医師
ムンフバートル・ボロルチメグ� （ 2回目）

柔道整復術モンゴル語テキストで
学びが深まる

【要　旨】
　宮崎県の今村整骨院
では、ダリルチュルン
さんと同じく疼痛の評
価と手技療法（操体法）
を学び運動痛や圧痛の
消去ができるので、骨
折・脱臼・捻挫の後療

に有効。モンゴルでも活用できると思い毎日練
習しました。やわらぎ接骨院では腰や膝の検査
法、骨折の整復固定法の指導をしていただきま
した。完成した柔道整復術モンゴル語テキスト
を確認しながらできたので理解を深めやすく、
復習も容易にできました。埼玉県の佐藤整形外
科では、モンゴルではできなかった整形外科の
ドクターの診断法を学ぶことができ、それぞれ
の疾患の特徴を知ることができました。コーレ
ス骨折の患者さんの整復を先生が一人で行いま
した。モンゴルでもこのような状況が出てくる
と思うので大変勉強になりました。スポーツ傷
害の診断法も学びました。モンゴルに帰っても
学んだことをしっかり復習をして再び日本に来
るときまでに身に付けておきたいです。 2ヶ月
間大変お世話になりました。感謝いたします。

准医師
エンフタイワン・トゥブシンバヤル�（ 4回目）
運動療法、診察法にも力を入れて
いきたい

【要　旨】
　富山県のサカイ接骨
院では問診、視診、テ
スト法などの診断の仕
方を学びました。接骨
院デイサービスでは、
高齢者の機能訓練、運
動療法を学びました。

モンゴルでも高齢者社会となりこのようなこと
は重要だと思いました。柔道整復術基礎研究、
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柔道整復術多施設臨床試験を見学させていただ
きました。富山大学大学院柔道整復学講座では、
西条寿夫先生はじめ大学院の先生方は毎週火曜
日、土曜日に実験報告を行い、怪我の予防につ
いてのディスカッションに参加させていただき
ました。東京都の田渕整形外科では、足関節、首、
肩、肘、膝、腰椎の診察法と足関節脱臼骨折の
固定を学びました。富山県の日整公認サクラ接
骨研究会、北信越学術大会石川大会、花田学園
スポーツトレーナー研究会、日本柔道整復専門
学校同窓会研究会に参加させていただきました。
今まで主に骨折、脱臼の整復や固定法ばかり学
んできましたが、運動療法や診察法が大事だと
思い力を入れていきたいと思います。 2ヶ月間
熱心にご指導いただきありがとうございました。

受講証明書を授与

　研修成果を報告後、
3名の准医師に独立行
政法人国際協力機構
（JICA）東京国際セン
ターの佐々木十一郎所
長と工藤日整会長より
受講証明書が授与され、
称賛の拍手が送られた。
研修生代表から謝辞が
あった後、萩原正和日
整副会長の閉式の辞に
より厳粛の内に閉講式
は終了した。

信頼関係、相互理解が重要な基盤

　引き続き多数の来賓
を迎え懇親会が開催さ
れ、来賓の挨拶に立っ
た駐日モンゴル国大使
館のスフバータル・ボ
ロルチメグ一等書記官
は 3名の准医師にお祝
いの言葉を述べた後
「日本研修で研修生が

多くのことを学ばせていただいたことに日本政
府、JICA、日整の関係者の皆様に感謝を申し
上げます。本年は日本とモンゴルは国交樹立42
年、また文化交流協定を結んで40周年の記念す
べき年です。近年、文化交流、人的交流が広が
りを見せ、経済交流も拡大発展しているところ
です。先月、ツァヒャ・エルベグドルジ・モン

ゴル大統領が日本に実務訪問し、モンゴル側か
ら130人に及ぶ企業の皆様が日本を訪問いたし
ました。日本側からもおよそ150社が参加し、
約500人でビジネス・フォーラムを開催しまし
た。首脳会談も行い、安倍晋三内閣総理大臣が
両国の関係を活力あるものにしたいと意思表明
してくださいました。両国の経済分野をはじめ
各分野が一層強化され、両国関係の緊密化が進

日整の活動がNHKワールドの番組で世界に配信
共同通信社も全力を挙げて新たな協力へ

日整の活動がNHKワールドの番組で世界に配信
共同通信社も全力を挙げて新たな協力へ
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共同通信社も全力を挙げて新たな協力へ
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懇親会

日整の活動がNHKワールドの番組で世界に配信
共同通信社も全力を挙げて新たな協力へ

懇親会

日整の活動がNHKワールドの番組で世界に配信
共同通信社も全力を挙げて新たな協力へ

▲�挨拶するボロルチメグ
一等書記官
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むことを期待します。
　各分野のもっとも欠かせない重要な基盤とは、
人と人の間を交流する信頼関係、相互理解です。
この基盤があってこそ協力関係が順調に進み、
良い交流関係が築けます。皆さんがされている
指導者育成・普及プロジェクトのこの大事な基
盤をより強化をし、更に各分野の協力関係がよ
り発展していくことを願います。皆様の更なる
ご活躍と活動の成果が上がることを祈念いたし
ます」と、友好関係の強化を願った。

シーズを育てて 
ニーズに対応する活動を

　続いて来賓の挨拶に
立った外務省アジア大
洋州局中国・モンゴル
第 1課の藁谷栄上席専
門官は、関係各位に日
ごろの感謝を述べた後
「研修生の発表で問診
につきまして、皆さん
が興味深く熱心に技術を習得しようと、特に手
を当てて診断しようとすることを注目したこと
は、研修の成果があり、指導者育成・普及のポ
イントではないかと思いました。官邸のホーム
ページに健康医療戦略と出ていますが、これは
柔道整復術がポイントになるのではないかと思
います。モンゴルでは地方で高度な医療が受け
られない人たちに対してどうやって医療行為を
するかというニーズ。それに対して日本にはそ
の技術があってその技術を使うことができるよ
うな人を育てて広げていきましょうというニー
ズ。これを結び付けるということはその戦略に
合っていると思います。これからもシーズを育
ててニーズに対応する活動を皆さんと一緒に支
援していきたいと思いま
す」と述べた。

ミャンマーでもこの 
素晴らしい活動を

　次に来賓の挨拶に立った
共同通信社の古賀尚文相談
役は、プロジェクトに対し
て関係各位に敬意とお祝い
の言葉を述べた後「研修生

には帰られてから本当
の研修と指導が始まり
ます。日本とモンゴル
の架け橋となっていた
だくためにも頑張って
いただきたい。昨年の
このプロジェクトの閉
講式でも挨拶をさせて
いただきましたが活動

内容、研修成果報告を聞かせていただいて私は
もう日整に対してメロメロだと申し上げました。
その結果でしょうか、実は日整の関連団体の理
事にまでさせていただいております。本日は更
に皆さんのお話を聞いてメロメロを通り過ぎて
ビリビリとしびれているといってよいのではな
いかと思います。このしびれた状態を維持する
ためには共同通信社としては何か具体的にしな
ければならないと思っております。そこでご提
案があるのですが、我われ共同通信社は昨年の
1月にミャンマーに西側諸国としてはアメリカ

AP通信社と共同通信社、テレビはNHKの 3社
の支局開設が認可されました。更にはミャンマ
ー情報省が出しております国営の新聞、英字新
聞ですけれどこれのお手伝いをして 7月からは
情報省と民間、共同通信社を含めた新たな新聞
を発行することになりました。「ザ・ニュー・
ライト・オブ・ミャンマー」という新聞を出し
ております。そうしたミャンマーとの関係から
このモンゴルとの 5年計画のプロジェクト終了
後はミャンマーでもやっていただきたいと思っ
ております。そのためには共同通信社も全力を
挙げて日整の活動を応援したいと思っておりま
す」と述べられ、海外協力活動のますますの発
展と新たな活動の支援協力の意向を示した。
　

▲挨拶する藁谷上席専門官

▲�挨拶する共同通信社�
古賀相談役
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　乾杯の挨拶に立った
産經新聞東京本社の楠
崎正人企画業務室長は
研修生にお祝いの言葉
を述べた後「研修生の
報告を聞きまして真摯
に研修に取り組んでい
ることが伝わってきま
した。研修生の向上心

を学ばなければいけないと思っております。今
後ともモンゴルと日本の架け橋になって頑張っ
ていただきたい。工藤会長が人づくりにも貢献
するとおっしゃっていました。人との出会いを
大切にして更に繋がりを深めていくことを期待
します」と述べられ、モンゴル国と日本の友好
関係の更なる発展を祈念して、声高らかに乾杯
した。
　

　続いて根來信也国際
部員より、全国の日整
主催学術大会で「草原
に架かる虹を追って」
と題して行っている日
整のモンゴルでの活動
記録報告がスライドで
紹介された。

　
　次に、このプロジェ
クトに大変お世話にな
っている来賓より挨拶
があった。
　はじめに挨拶に立っ
た学校法人花田学園理
事長・東京有明医療大
学理事長の櫻井康司先

生は研修生を受け入れてくださった先生方に感

謝を述べた後「研修生の報告でモンゴルでも高
齢者が急速に増え予防医学が必要だとありまし
たが、このプロジェクトで指導者を育成したこ
とが役に立つのではないかと思います。この優
れた柔道整復術をモンゴルや他の国へ発信でき
る技術者、そして考え方、技術と一緒に心を置
いて来るという柔道整復師としてのアイデンテ
ィティ、もっともっといろんな国と交流を持っ
て日本の柔道整復という世界を理解していただ
き柔道整復という世界をバックアップできる展
開ができればと願っております」と述べた。
　

　続いて挨拶に立った
栗原整形外科の栗原友
介院長は、この活動に
協力させていただいて
から 5年目になります。
立派な事業に参加させ
ていただき光栄です。
私は整形外科と看板を

揚げておりますが本当は整形外科の前に栗原ほ
ねつぎ整形外科と入れたいくらい柔道整復師に
思い入れがありまして、このようにして柔道整
復師の先生方と縁を持たせているのは光栄とす
るところです。整形外科は手術が主流になって
きていますが、そうすると保存療法の発展が止
まってしまいます。そこでたとえばモンゴルに
行ったとき、はたして何が役に立つのかという
と手術をしないで整復する保存療法が得意な柔
道整復師が役に立つのです。私が柔道整復師と
一緒に骨折の臨床の場にいて思うのは、手術を
するのであるならば、うまくするのが大事であ
るし、ギブスを巻くのであればうまく巻くこと
が大事です。圧迫骨折はうまくギブスを巻くと
その場で痛みがとれます。今脊椎の圧迫骨折の
ギブス固定にこだわって技術の研鑽をしている
ところです。患者さんと一対一でコミュニケー
ションを取りながら治していくということが柔
道整復師の真骨頂ではないかと思います。この
プロジェクトはそのような意味で保存療法が発
展していき素晴らしいことだと思います。これ
からまだまだ協力させていただきたく思ってい
ますし、協力させていただくことによって我わ
れの技術も上がることを感じています」と柔道
整復術の素晴らしさを述べた。

▲�乾杯挨拶する楠崎企画�
業務室長

▲報告する根來国際部員

▲挨拶する櫻井理事長

▲挨拶する栗原医院長
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　次に挨拶に立った田
渕整形外科クリニック
の田渕健一院長は「先
ほどモンゴルでの活動
記録報告のスライドを
拝見しまして感動しま
した。研修生を受け入
れるきっかけは本間先
生よりご依頼があったからです。私のクリニッ
クにはいつも10人から12人くらい柔道整復師が
いるので研修生にはこの柔道整復術の得意な柔
道整復師の方が指導してくださいました。ビッ
クリしたのは、研修生は日本語が上手で、理解
力も優れており大変熱心なことです。この活動
の更なる発展を祈念いたします」とこの活動の
感動を述べられた。

モンゴルの未来を切り開く番組作り

　NHKワールドの番
組制作会社である株式
会社カイエンの恒川裕
二取締役より挨拶があ
った。今年 4月から年
間10回ぐらい日本国外
に向けて放送するSide 
by Side #6という30分

番組を始めています。日本がさまざまな国際交
流をし、日本が国際貢献をしてきたことが現地
の人たちにプラスになっているこのようなこと
を海外の人たちに紹介できないかということで
立ち上がりまして、今回はこの日本伝統治療（柔
道整復術）指導者育成・普及プロジェクトを取
り上げさせていただきました。支援する側とさ

れる側が寄り添って一緒になって成長していく
という姿を描くのがこの番組のコンセプトです。
モンゴルの指導者が育成されてプロジェクト終
了後もモンゴル人のみで柔道整復術普及活動が
継続されて行われていくことが紹介できれば幸
いです。柔道整復術がモンゴルの未来を切り開
くというような番組を作れれば良いと願ってお
ります」と意向を述べた。
　
　最後に、研修生を代表して挨拶に立ったエン
フタイワン・トゥブシンバヤル准医師は、関係
各位に「日本の先生方、日本の多くの方々に出
会ったのは私の一期一会です。日本で勉強した
ことをモンゴルに帰ってしっかり練習し生かし
ていきたいと思います。全力で頑張ります」と
感謝と今後の決意を述べた。
　その後、工藤会長より研修生に記念品の贈呈
があった。
　多くの来賓の方々より、閉講式での 3名の熱
心な報告と日本の文化が生みだした武士道精神
を持った柔道整復術の発展を期する使命を背負
っている日整に対して、異口同音に賞賛の声が
あり、盛り上がった懇親会となった。

▲挨拶する田渕院長

▲挨拶する恒川取締役

▲感謝、決意を述べた研修生代表
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番組タイトル

Side by Side #6
「草原の民に“身の丈”の柔道整復術を～モンゴル」

番組タイトル

Side by Side #6
「草原の民に“身の丈”の柔道整復術を～モンゴル」

2014年10月18日（土）24：10～（※日曜日のAM0：10～）　英語放送

NHK国際放送
NHKワールドで放送決定！！

NHK国際放送
NHKワールドで放送決定！！
国内ではNHKワールド TVの公式HP上でご覧いただけます！国内ではNHKワールド TVの公式HP上でご覧いただけます！

　日本柔道整復師会は2008年より JICAの支援を受け、モンゴルにおいて「柔道整復術普
及プロジェクト」を開始した。毎年 2回定期的に専門家チームを現地に派遣し、技術の伝
達と指導者育成に奔走してきました。
　番組では、今年の 8月末から 9月中旬にかけて行われた日本柔道整復師会のモンゴルで
の普及活動の取材を通して、夢の実現に向けて熱心に学ぶモンゴルの若者たち、習熟した
技術を吸収しようとする地方の医療従事者、そしてそれを支える日本の柔道整復師たちの
姿に迫ります。

　国際放送により国内では NHKワールド TVの公式 HP上で放送と同時にストリーミン
グ視聴が可能です。
※詳しくは NHKワールドの HPをご覧ください。
http://www.nhk.or.jp/nhkworld/　にアクセスし、左上のNHK WORLDをクリック→右上の
NOW ON AIR をクリックするとご覧いただけます。

放送予定日時

ウェブでの見方

主な内容

　JICA日本伝統治療（柔道整復術）指導者育成・普及プロジェクトにおけるモンゴル人柔道
整復術指導者候補者と柔道整復術を指導する講師の活動をご覧ください。



聞き手　公益社団法人富山県柔道整復師会会長 林　豊輝

柔整サ
ロン

富山大学大学院教授
西条　寿夫　先生に聞く
にしじょう ひさお

柔道整復の未来のために
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林：平成21年から富山大学大学院に日本柔道
整復師会の出資により、柔道整復（神経・整
復）学講座を開設していただきありがとうご
ざいます。
　さて、開設に際してはさまざまな障壁が立
ちはだかり、クリアしなければならない問題
が山積していたことは、私も西条先生のお話
や先生のもとで勉強している本会の酒井重数
会員からも聞いていました。困難な状況にも
関わらず柔道整復師の講座を開設されたお気
持ちはどのようなものですか？
西条先生：私は長野県西北に位置する小川村
という人口3,000人以下の寒村で生まれ育ち
ました。私が物心ついたころから捻挫や痛み
があると接骨院へ通院し治してもらっていま
した。私の父や母をは
じめ家族、近所の人た
ちも皆、接骨院で治療
を受けていました。臨
床での柔道整復術は、
国民から非常に高い評
価を得て信頼されてい
ます。しかし、私が医
学の道を志し柔道整復
師の方々との交流が芽
生え、その方々からさ
まざまな柔道整復術を
教えていただきました
が、柔道整復術の科学
的解明、とりわけ帰納

法的視点からの生理学的解明は、殆ど未開拓
の分野といわざるを得ない現状を知らされま
した。
　柔道整復の“術”が、“学”として受け継
がれ、国民医療の重要な一翼を担うためには、
柔整施術の治療効果の科学的な解明と、
EBM（根拠に基づいた医療）に則った整復
術体系の整理再編が必要であると考えていま
す。そのことが、これから迎える超高齢社会
で高齢者に頻発する運動器系の疼痛に対処す
る最善の方法であるとの信念から、柔道整復
術、いわゆる非観血的保存療法について研究
する講座を開設することとしました。
林：私たち柔道整復師は、江戸時代から地域
医療を支え、明治期に接骨術禁止令が発令さ
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れ一時期消滅しました。しかし地域、国民の
要望と先達の努力により1920年（大正 9年）
に柔道整復術として復活しました。今日まで
の94年間にわたり地域の医療と福祉の礎を支
え、地域の方々から愛され、活用される貴重
な社会資源として貢献してきた歴史がありま
す。約一世紀に及び国民の負託に応じ続けて
きた事実こそが、我が国における柔道整復術

の重要性、必要性を公言できる証しであると
自負しています。
　さて、話は変わりますが現在、柔整学講座
ではどのような研究をなさっていますか？
西条先生：当講座は開設当初より、柔道整復
術の生理学的解明を目的とする研究機関とし、
柔道整復術の有効性、各種施術の鎮痛プロセ
スの解明や、EBMに則った整復術体系の整
理・再編を目的として活動しています。
　現在、当講座では
　 1）日常臨床での電療、罨法、手技療法等
の作用機序や論理を、科学的手法、特に西欧
科学に基づいた現代医科学の手法によりメカ
ニズムを解明し、柔道整復術の治療効果を立
証する。
　 2）臨床医療における柔整施術の有効性を
科学的根拠に基づき立証するため接骨院に来
院する非特異的筋痛症（現在の画像診断や神
経学的検査に異常がなく、軟部組織に起因す
る疼痛患者）を対象としたランダム化比較臨
床試験（臨床試験）を実施
　 3）画像診断装置を用い筋肉の硬度の画像
化および定量化する目的から首都大学東京と
共同でMRエラストグラフィー（MRE）の開
発研究を行っています。
　一言で言うと、手技療法、罨法、電療等、
柔整後療法の効果を明らかにするためヒトを
用いて研究しています。
林：平成21年に講座が開講し、本年で丸 5年
が経ちました。開講の際には西条教授の師匠
である富山医科薬科大学の元学長小野武年先
生が「研究成果は 1年や 2年では難しい、最
低10年は必要である。しかし、今やらなけれ
ば10年後の柔整業界は更に厳しくなるだろう。
地域医療の礎を守り、柔道整復師の生活の基
盤を整えることが国民の医療と福祉の向上に
貢献できる。柔整業界には国立大学の研究室
が必要である」と富山県柔道整復師会の接骨
会館で力強くお話しされたことを今も鮮明に
覚えています。
　最低10年のようやく折り返し、 5年間が経
過しましたが、西条先生の研究から柔整後療
法の、どのようなことが分かってきました

西条先生プロフィール

昭和31年 1 月19日生れ　長野県出身
1976年　 4月　富山医科薬科大学医学医学科入学
1982年　 3月　同　卒業
同　年　 4月　同　医学研究科博士課程
同　年　 5月　医師免許取得
1986年　 3月　同　修了（医学博士取得）
職　歴　
1986年　 4月　�富山医科薬科大学医学部�

第二生理学助手　
1993年　 4月　�富山医科薬科大学医学部�

第二生理学助教授　
1998年　 6月　�富山医科薬科大学医学部�

第一生理学教授　
2004年　 4月　�富山医科薬科大学・大学院医学系研

究科　システム情動科学教授
2005年　10月　�（富山大学と富山医科薬科大学が合

併し名称変更）�
富山大学大学院　医学薬学研究部　
システム情動科学教授　

2007年　 4月　�富山大学生命科学先端研究センター
長（併任）

（外国出張）
1987年　10月　�ペンシルバニア州立大学・医学部・

行動科学教室（ 2年間）
1989年　10月　�Visiting�Assistant�Professor�

（主任 R.�Norgren 教授）



▲西条先生（左）と林会長
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か？簡単に教えていただけないでしょうか。
西条先生：はい、詳しくお話しすると非常に
時間がかかりますので、簡単にお話しします。
　まず、手技療法の鎮痛効果について神経生
理学的に解明する基礎研究を行っています。
この研究は頸部痛患者に対する頸部への手技
圧迫の中枢性機序として、前頭前野を介して
自律神経活動を制御することによる鎮痛効果
であることが明らかとなりました。
　次に末梢での痛みの鎮痛効果を明らかにす
るために世界初の筋痛モデルラットを開発し
ました。この筋痛ラットの筋代謝活動を測定
することで手技療法は、筋攣縮などによる異
常なエネルギー不均衡を正常化することが示
唆され、手技療法が筋の代謝産物が有意に変
化することで手技療法の効果の物質的基盤の
一端が明らかになりました。
　また、手技療法が実際の臨床現場での効果
を明らかにするため、全国の接骨院施設に来
院した実際の患者を対象に大規模多施設ラン
ダム化比較試験（臨床研究）を行いました。
この研究は柔整業界初であり、薬剤治験と同
様の試験手法を用いて、急性腰痛症に対して
筋硬結圧迫の手技療法が統計学的に有効であ
ることを明らかにしました。
　この臨床研究の結果は、非常に重要な意味
を含んでいます。通常、診療報酬の単価を決
定する中央医療審議会では、報酬単価の増減
を統計的に有効であることを前提に協議され
ます。統計的に有効でその治療を導入するこ
とが患者に利益を、すなわち有効な治療効
果をもたらし、かつその治療を導入するこ
とによる費用対効果の影響をもとに算出さ
れます。昨今の医療費抑制政策から費用対
効果の影響が診療報酬単価の決定に大きく
関わります。
　現在の柔整療養費の料金改定は、中央医
療審議会での議論ではなく、厚労省の担当
官との協議により決定されると聞いており
ます。しかし、一昨年から始まった柔整療
養費検討専門委員会の議事録を読むと、一
部の委員からは柔整施術の有効性の根拠、即
ち「エビデンスを述べなさい」といった非

常に厳しい質問も出ています。
　従来までの柔道整復師と国民、行政機関と
の信頼に基づいた料金折衝に、今後は根拠を
示し、柔整施術は効果的であり、かつ経済的
であるといった具体的な証拠を示す必要性が
早急に求められるものと考えています。
　その際にお示しできる根拠（エビデンス）
とは、すなわち「臨床研究の結果」を意味し
ています。
林：本会におきましても平成22年から西条先
生のご助言により倫理委員会を発足し、会員
に向けて人を対象とした研究の際の倫理的背
景の重要性を指導するとともに県下の接骨院
へ臨床研究への協力を啓蒙してまいりました。
　現在の臨床研究の進捗具合はいかがでしょ
うか？
西条先生：富山県柔道整復師会はじめ、全国
の柔道整復師会の先生方には臨床研究にご協
力をいただきありがとうございます。
　現在、臨床研究の結果、急性腰部痛に関す
る柔整手技療法は有効であるとの結論を得て、
海外の専門雑誌へ投稿し、もうそろそろ掲載
される予定です。
　この臨床研究の信頼性を高めるためには、
更にサンプル数を増やす必要があり、更に現
在の急性腰部痛に加え、頸肩部痛、膝痛等々
実際の臨床現場で診られる多くの運動器系の
疼痛を対象として臨床研究を実施する必要が
あります。その結果が、根拠に対する的確な
回答となります。今後も臨床研究へご協力い
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ただきますようお願いを申しあげます。
林：はい、分かりました。これからも臨床研
究に関しましては積極的にご協力させていた
だきます。

 さて、手技療法の有効性に関する研究の
お話しをいただきましたが、その他の柔整後
療法の研究に関しても教えていただけますで
しょうか？
西条先生：はい、罨法の作用機序についても
ヒトとラットを対象とした研究を進めていま
す。
　ヒトを対象とした研究では、頸部痛患者に
対して温罨法を頸部に施術し、脳血行動態お
よび自律神経活動に及ぼす影響について検討
しています。現在のところ、温熱シート貼付
群は疼痛が有意に軽減したことが確認されま
した。この疼痛抑制メカニズムは、脳内や自
律神経活動を変化させることによる鎮痛効果
であることが明らかとなっています。
　ラットを用いた研究では、先ほどお話しし
た当研究室で開発した筋痛モデルラットを用
い、温罨法および冷罨法の効果について検討
した結果、適切な罨法の施行により痛覚が抑
制されることが明らかとなりました。特に、
実験的には温罨法が筋痛抑制に有効であるこ
とが分かりました。
　この温罨法効果を、生化学的タンパク定量
法のウェスタンブロット法で筋代謝酵素の発
現から検討した結果、温罨法効果は筋攣縮等
による異常エネルギーの不均衡を正常化する
ことが治療メカニズムであることが推測され
ます。これら温罨法効果の物質的基盤の一端
を世界で初めて解明しました。
　次に電気治療の生体に及ぼす効果を解明す
る研究として、ヒトを対象とした神経生理学
的基礎研究を実施しています。電気刺激は、
従来の低周波電気刺激装置と比較し筋組織深
部に刺激が到達する高電圧電気刺激療法を用
いました。この研究の結果、頸部痛患者に対
する頸部への高電圧電気刺激療法は、前頭前
野の活動を抑制することにより手技療法と同
様の鎮痛効果をもたらすことが明らかとなり
ました。

　以上が罨法と電療の研究の概要です。
林：ありがとうございます。手技療法、罨法、
電療と主たる柔整後療法について研究してい
ただいていることが分かりました。これらの
研究成果から柔整後療法は科学的に証明され
たと言っていいのでしょうか？また、柔道整
復学は完成したと言っていいのでしょうか？
西条先生：柔道整復術は、林会長が先ほどお
話しになった明治期に一度、消滅しました。
更に終戦後 GHQにより禁止令が施行され再
度、消滅の危機を迎えたとも聞いています。
二度にわたる禁止令にも関わらず、今日まで
連綿と伝承されてきた背景は、国民に支持さ
れたこと、すなわち国民の負託に応えてきた
ことに他なりません。この国民に支持された
事実を、客観的に評価することが科学的解明
となり、その手法は一言では説明できません
が、医科学での科学的解明の原則、特に臨床
医学ではエビデンスの証明とメカニズムの解
明の両者を明らかにする必要があります。
　被検者や実験動物を用いた研究室内での基
礎的研究はメカニズムの解明、大規模多施設
ランダム化比較試験のような臨床研究はエビ
デンスの証明となります。
　柔整後療法の作用機序、治癒機序に関して
基礎的研究と臨床研究の両者が、さまざまな
批判的反証に耐え論文で国際専門雑誌に公表
される事実を積み重ねることが柔整後療法の
科学的解明の評価へと繋がります。
　その意味から現在は、当研究室で実施して
いる腰部痛の手技療法に関する臨床研究から、
非特異的急性・亜急性腰部痛に対して柔整手
技療法の治療効果は統計的に有意であるとの
エビデンスがあり、メカニズムも脳機能の解
析に加え、末梢では分子レベルの解析を行っ
ており世界最先端の研究を行っています。
　柔整後療法解明のための臨床研究は緒につ
いたばかりで、今後は罨法、電療などの幅広
い分野のエビデンスを確立するため多様な臨
床研究を実施しなければなりません。
　臨床研究は、多くの施設が参加して実施す
ることが原則ですので、ぜひ、全国の日整会
員の先生方のご協力をお願いします。
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　また、もう一方の研究室内で行われる基礎
的研究は真理の追究であり、ゴールはありま
せん。さまざまな医療機器、解析機器の進歩
発展により新しい知見が日々報告されており、
目まぐるしく日進月歩の進化発展を遂げてい
ます。
　基礎的研究の真理の追究、すなわちメカニ
ズムの解明は、伝統医療、東洋医学といえど
も国民の要望、すなわち安全で安心な医療の
提供のためには必要不可欠であり、特に国民
の財産である公的医療保険を使うためには必
須条件となっています。
　エビデンスの証明とメカニズムの解明があ
るからこそ、良質で安心・安定した医療を提
供できることをご理解いただきたいと思いま
す。
　さて、もう一つの質問の「柔道整復学の確
立」についてですが、本講座が設立される際、
日整執行部の先生方をはじめ多くの先生方か
ら「ぜひ、柔道整復学を確立してもらいたい」
との要望を多く伺いました。出資者である柔
道整復師の先生方に目で見える形として柔道
整復学の確立を提示する方法として協議した
結果、独立行政法人大学評価学位授与機構で
の柔道整復学区分新設を一里塚と捉え活動し
てまいりました。
　先生方ご存じのように本年 4月に同機構か
ら柔道整復学の区分新設が認められ、我が国
における28番目の学問として公認されました。
学位授与機構が認定する学位区分は、理論体
系、専門領域、教育体制、国民の認知度など
さまざまな側面から評価、判断され決定され
ており、同機構の柔道整復学公認は我が国が
正式に認めた「学問」領域といえます。この
ことから、学位授与機構での公認は胸を張っ
て「柔道整復学の確立」と主張できるものと
考えています。
　しかし一方、学の確立とは一部の権威者や
機関から免罪符をもらい印籠のように提示す
るものではなく、学に関わる関係者、専門家
が主体的にその専門領域を追求し、切磋琢磨
する行為そのものが「学の確立」といえます。
　その意味から「柔道整復学」の器は公式に

用意されました。その器に「柔道整復学」を
育む気持ち、エネルギーを注入し、柔道整復
学を発展させるのは一人ひとりの柔道整復師
の意識次第となります。全ての柔道整復師、
とりわけ若い柔道整復師が地域医療と福祉の
向上のため学問的追究の姿勢を醸成するよう
な業界気質が育まれることを希望します。
林：平成21年に開講以来、わずか 5年間でさ
まざまな研究活動に加え、行政機関において
も正式に柔道整復学を公認していただいたこ
となど、我われ柔道整復師のために精力的に
活動していただいたこと、本当にありがとう
ございます。
　時間の都合上、最後の質問となりますが、
西条先生の研究室での成果が及ぼす波及効果
について簡単にお教えいただけますでしょう
か？
西条先生：はい、今後も継続して、柔整後療
法の基礎研究、臨床研究ともに研究活動を進
めてまいります。その結果を基に日整執行部、
担当部の方々と共に中央医療審議会に提出す
るような医療技術評価提案書等を作成したい
と考えています。これには「柔道整復師を活
用した方が患者の社会復帰が早く、かつ医療
費は安くなりますよ」、「柔道整復師を社会的
資源として活用することが地域にとって有益
ですよ」といった内容です。
　これらの作業を繰り返すことが柔道整復術
の有効性の証となり、柔道整復学発展の礎と
なります。
　また、種々の研究過程から、たとえば罨法
の研究により「温罨法は冷罨法に比べ疼痛抑
制効果が高い」との結論が得られました。こ
れらの結果は柔整療養費の温罨法待機期間と
の整合性からも矛盾が生じており、この結果
を根拠に柔整療養費取り扱いルールの見直し
の一石として活用することも可能です。
　電療に関しても、電療全てが同一料金との
現状は日々、進化発展している電療機器の性
能の向上から矛盾を感じます。特定の電療機
器は高性能であり臨床研究での治療効果が有
意に高く、かつメカニズムも解明されている
場合は、加算を加えるといった現状に応じた
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料金交渉の材料の一つにしていただくことも
結構かと思います。
　私たち国立大学の研究室から研究成果を基
に「施術料金は幾ら」といった提言を申し上
げる立場ではございませんが、ぜひ、業界団
体である日整はじめ柔道整復師の先生方が当
研究室からの研究成果を有効にご活用いただ
ければと思います。
　話は変わりますがMREの開発を首都大学
東京と実施していますが、世界で初めて軟部
組織に由来する疼痛の原因部位の画像化が
可能となりつつあります。このことは単なる
肩こりや腰痛と治療が必要な肩こり様の頸
肩背部痛や腰痛と区別することが可能とな
りますし、また、わずかな物理刺激で筋緊張
が寛解する症例と長期間、広範囲わたり物理
刺激を加えないと筋緊張が寛解しない症例
との相違も画像により区別できる可能性が
あります。
　さらにわずかな外力により疼痛が発症する
原因も推測できる可能性があります。
　これらの結果は、長期間や広範囲への施術
が必要である根拠を示すことに繋がります。
　昨今、患者と保険者、柔道整復師との見解
の相違が大きな問題となっています。藁にも
すがる思いで接骨院へ来院された患者を救済
するためにも、これらの結果を有効にご活用
いただきたいと思います。
　最後になりますが、現在我が国は、人類史
上経験がない超高齢社会を迎えています。
　高齢化率は2035年には33.4％、2060年には

39.9％に達して、国民の約2.5人に 1人が65歳
以上の高齢者となる社会が到来すると推計さ
れています。このような社会に対応するため
には、医療福祉関係者のみならず国民全てが
おのおのの役割を認識し行動に移す必要があ
り、特に柔道整復師は運動器系の専門家とし
て重責を担います。「柔道整復術は骨折、脱臼、
捻挫、打撲、腱の断裂といった運動器系の故
障に対して非観血的治療を行う我が国の伝統
医療の一つである」と柔道整復学として定義
付けられました。また、社会的ニーズとして、
柔道整復師を「高齢化の進行に伴った運動器
の健康管理を担う社会的資源の一つである」
とも示されました。しかし一方、その社会的
資源の役割を全うするためには「深い専門性
と広い教養が必要である」との指摘も受けて
おります。
　当講座におきましても柔道整復師の先生方
が、超高齢社会における社会的ニーズに対応
し、社会的資源として活用する有効性をお示
しできる研究を進めてまいりたいと考えてい
ます。
　今後ともご支援、ご理解賜りますようお願
いを申し上げます。まだまだ、言い足りない
ことがたくさんございますので、今後もぜひ、
当講座紹介の機会をいただければと思います。
　本日はありがとうございました。
林：私もまだまだお尋ねしたいことがたくさ
んありますが、時間も超過しております。

 本日はありがとうございました。
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新任保険部長に三橋裕之理事を選出

　平成26年度第 5回の理事会が平成26年 7 月28日（月）に開催され、去る平成26年 7 月 7 日に
ご逝去されました故吉田充孝先生の後任として、執行部満場一致の賛同を得て、新保険部長
に保険担当の三橋裕之理事が就任された。
　なお、三橋先生からは、故吉田部長のご意志を受け継ぎ、保険部万全の態勢をもって、業
界の権益堅持と、工藤会長が望まれる施策方針とに全力をもって職務を全うする旨、発言が
あった。

保険部長　三橋裕之

　この度、平成26年度第 5回理事会にて、ご推薦そしてご承認を賜
り、故吉田充孝前部長の後を受け、保険部長を拝命することとなり
ました。
　昨年 6月から、保険担当理事として故吉田保険部長を支え、今年
度 4月の消費税率変更に伴う厚生労働省との料金改定では、付帯事
項が全く付かない交渉を実現するなど、保険部門で業務遂行して参
りました。
　また、田中相談役のお力添えにより、約 1年間で厚生労働省はも

とより、金融庁、国交省、ならびに、経産省と交渉窓口を大きく拡げ、地域包括ケアシステ
ム関連においても老健局介護保険計画課と交渉を継続し、あらゆる局面に対応できるよう備
えて来ております。　　
　そして、急逝された故吉田部長とは約10年間に渡り保険部員として業務行動を供にし、常
に日整全体、柔整全体を捉え、これらを深く考慮した議論を保険部にて実行して参りました。
今後は皆様より、多くのご意見を頂戴いたしながら、伊藤宣人保険担当理事と力を合わせて、
日整保険部医療課、介護対策課が一丸となり、工藤会長のグローバルな施策方針の実現・実
行に向け、努力して参りたいと存じます。
　つきましては、ご指導ご鞭撻のほど、何卒、よろしくお願い申し上げます。

総務部から
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チンギスハーンの国
連載その②

国際部　本間　琢英

馬乳酒（アイラグ）
　多くの日本人は馬乳酒を「酒」だと思って
いるが、実はそうではない。モンゴル人の認
識は「酒」ではなく「食品」なのだ。
　「食品」だから、当然子供も飲む。多くの
遊牧民は、朝食をこの馬乳酒だけで済ます。
家族でガブガブ飲み、その後それぞれの仕事
に行く。ただ食品といえども 1～ 3％ほどの
アルコール分を有するので、飲み過ぎれば当
然酔ってくる。朝食の馬乳酒を飲み過ぎ、仕
事を妻や子に任せ、ゲルの日陰で昼寝をする
愛すべき家長の姿は地方ではそう珍しい光景
ではない。
　馬乳酒作りは女性の仕事。馬の出産時期、
すなわち夏の数か月だけ作られる。牝馬一頭
から一日とれる乳はせいぜい200cc。だから
乳しぼりだけでも大変な労働となる。絞った
ばかりの乳と菌が残っている古い乳を混ぜひ
たすら撹拌する。その家の菌により味に微妙
な違いがあるといわれるが、我われにはよく
分からない。
　地方へ行くとき、道路端で作りたての馬乳
酒を瓶詰めにして売っている。これの取り扱
いは注意を要する。車の揺れと車内の高温で
さらに発酵が進み、いざ飲もうというとき栓

を抜いた瞬間一気に噴き出す恐れがある。私
たちも何度か失敗し運転手に迷惑を掛けた。
　大抵の日本人は、馬乳酒を初めて飲むと下
痢をする。殺菌処理をしてないからだ。だか
らこそ旨いのだと彼らは言う。ただ、一度そ
の経験をするとその後どんなに飲んでも不思
議なくらい平気になる。そして、あの酸っぱ
い味が懐かしく無性に飲みたくなってくる。
　南の地方に行ったとき、ラクダの乳で作っ
た馬乳酒（インゲニアイラグ）を飲んだ。馬
の乳から作ったものは乳白色だが、ラクダの
乳から作られたものは驚くほど真っ白だった。
そして味もすっきりとしていた。
　ラクダはモンゴル語で「テメ」という。覚
えやすい。私のラクダに対するイメージは「月
の砂漠」。炎天を避け、月夜に砂漠を進むキ
ャラバン隊、すなわちdesert shipだった。だ
から吹雪の中で寒そうにしているラクダをこ
の国で見たときは驚いた。そしてほかの家畜
と同じように、労働させられ、乳を搾られ、
肉を食べられ、その毛はセーターになってい
るとは夢にも思っていなかった。
　大地の草を家畜が食べ、その家畜の乳や肉
を人が食べ、その皮や毛から着るものを作る。
その単純だが明確な「生」のサイクルがモン
ゴルではよく感じられる。
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モンゴル女性に一番人気のお相撲さんは?

　 7年前モンゴル国立医科学大学を初めて訪
れたとき、女子学生の多さにびっくりした。
まさに「ここは女子大学ではないか ?」と思
ったくらいだった。
　モンゴルでは、医師だけではなく、教師、
役人、管理職などでも非常に女性が多い。
　1990年、旧ソ連の統治下から自由主義に移
行したモンゴルでは、現在でも当時の社会主
義教育の影響で、職業に対する優劣や男女差
別をつけない考えが定着している。更には、
資本主義への移行期には失業者が急増し、酒
に溺れる男性が増えた半面、この時期に女性
が大きな力を発揮し国を支えたらしい。また
国の施策で医療従事者の養成をまず看護師か
ら始めた。看護師だから当然女性が多く応募
した。その後、医師などの医療従事者養成に
おいても同様に多くの女性が応募する結果と
なった。
　経済の視点からみると、多くのモンゴル人
男性は、とりあえず現金を手にできる仕事を
選ぶ傾向にあるらしい。比較的若いときから
家族のために、力仕事などに多く就く。場合
によっては、更なる高収入を求めて海外に働
き場所を求める人も珍しくはない。
　モンゴルにおいても、医師になるためには、
日本と同じ教育期間がかかり、学費も高い。
しかし、医師は一般的には公務員であるため、

その給料はそれほど高くない。だから高収入
を望む男性にはあまり魅力的な仕事とは映ら
ないのかもしれない。
　ここでロマンチックな話をひとつ紹介する。
モンゴルの子供たちは、子供同士で遊ぶとき、
たいてい、女の子はお医者さん役を、男の子
はお相撲さん役をする。なぜかというと、そ
れらは、モンゴルの女の子、男の子の理想の
職業だからだ。
　純情な女の子の多くは、その小さな胸に、
子供のころの夢を大切に持ち続け、必死に勉
強し、お医者さんや看護師さんになる。確か
に、学生や女医さんに「なぜ医者になったの
か」と聞くと「小さいころからの夢だった」
と答える人は非常に多い。
　私は、モンゴルのさまざまな場所で出会っ
た子供たちの純真なまなざしや、女子学生の
モチベーションの高さを思い出す。家事の手
伝いをしながら、草原で過ごした子供のころ
の夢を持ち続け、その実現に向け必死に頑張
っているモン
ゴルの若者た
ち…。日本人
が忘れかけて
いる何かがそ
こにあるよう
な気がする。

　モンゴル人男性の大相撲の見方は玄人肌だ。
勝敗に一喜一憂せず、内容を冷静に分析する。
ほとんどのモンゴル人男性がモンゴル相撲な
どの格闘技の経験があるからなのだろう。
　それに対して女性は、好き嫌いがはっきり
している。数年前だが、地方各地を回り、話
の中で「大好きなお相撲さんは誰 ?」と女性
医師たちに聞くと、圧倒的な人気を誇る日本
人力士がいた。2011年に引退した元大関「魁
皇」だ。「どこがそんなにいいの ?」と聞くと

「強くて、ハンサムで、優しそう」とほとん
どの女性が言う。「えっ、ハンサム ?」と思わ
ず聞き返してしまった。ある県の女性保健所
長などは「オー、マイ、カイオー、カイオー、
一度でいいから会いたい !!」とのメッセージ
を真剣に我われに伝えてくれというほどなの
である。今、日本では「遠藤」が女性人気を
独り占めにしているが、モンゴルの女性には
どうなのだろうか。今度行ったら聞いてみよ
う。

ここは女子大？
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日　整　関　係

平成26年 6 月
日付 曜日 会議等 出席者
3 火 監査会 工、内、豊、佐

4 水
部長連絡会議
理事会

7～ 8 土～日 京都府社団法人設立60周年式典・祝賀会 工、木、萩、豊
8 日 愛媛県保険研修会 三

10 火
国際部会
モンゴル指導者日本研修開講式

11 水 広報部会
14～15 土～日 第39回中国学術大会山口大会 工、木、松
16 月 総務部理事者会議
17 火 田渕健一先生名誉博士号授与祝賀会 工、萩

18 水
内閣府公益相談 森
経理部会

21 土 理事会

22 日
役員選任委員会
通常総会

28～29 土～日 第36回北信越学術大会石川大会 工、木、萩、豊、松

平成26年 7 月
日付 曜日 会議等 出席者

2 水
部長連絡会議
グループ保険受託社会議 萩、豊

4 金 北海道柔道整復専門学校（業界説明会） 工、萩、三
5～ 6 土～日 第43回北海道学術大会札幌大会 工、木、萩、松
7 月 国際部会

11～12 金～土 吉田充孝先生通夜・告別式 工、萩、豊
12～13 土～日 第35回東北学術大会岩手大会 工、木、萩、松
14 月 学校協会等四者懇談会 工

17 木
総務部会
池田省三記念介護講演会 豊、三

20～21 日～月 第43回九州学術大会佐賀大会 工、木、萩、松
24 木 保険部会（医療）
25 金 呉竹鍼灸柔整専門学校（業界説明会） 萩、和
27 日 関東ブロックゴルフ大会 工

28 月
全国介護関係担当課長会議 伊
理事会

29 火
経理部会
日本医師会役員就任披露パーティー 工、豊

30 水 日体柔整専門学校（業界説明会） 春、深

31 木
国際部会
厚生労働省保険局就任挨拶 三、伊

※�出席者の名前と役職
を列記します（表中で
は頭文字のみを使用）

工................工藤日整会長
木................木山日整副会長
萩................萩原日整副会長
豊................豊嶋日整総務部長
佐................佐藤日整経理部長
三................三橋日整保険部長
松................松岡日整学術部長
伊................伊藤宣人日整理事
内................内山日整監事
森................森本日整総務部員

春................春原東京都理事
深................深井東京都理事
和................和田神奈川県会長

（6月〜7月）
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平成26年度　日整主催学術大会一覧
ブロック 担当都道府県 学会名称 講師・演題 開催予定日

近　畿
（公社）滋賀県
柔道整復師会

公益社団法人日本柔道整復師会
第39回近畿学術大会　滋賀大会

◎

滋賀医科大学　睡眠学講座　 

特任教授（主任）　宮崎総一郎先生
演題「健やかな眠りのために

－柔道整復師に役立つ睡眠学－」

10月19日（日）

大　阪
（公社）大阪府
柔道整復師会

公益社団法人日本柔道整復師会
第 8回大阪学術大会

11月 8日（土）
11月 9日（日）

東　海
（公社）静岡県
柔道整復師会

公益社団法人日本柔道整復師会
第49回東海学術大会　静岡大会

○
特定医療法人　米田病院
理事長・院長　医学博士　米田實先生
演題「アキレス腱断裂について」

11月16日（日）

関　東
（公社）神奈川県
柔道整復師会

公益社団法人日本柔道整復師会
第37回関東学術大会　神奈川大会

平成27年
3月 8日（日）

◎印の学術大会は、どなたでもご参加いただけます。
〇印は、特別講演のみどなたでもご参加いただけます。

日本柔道整復師会のアンチエイジング講座がHPでご覧になれます。
　平成26年 3月28日から、自分らしく人生を仕上げる終活情報サイト「産經デジタル終活WEB

ソナエ」のアクティブライフのページに「日本柔道整復師会のアンチエイジング講座」の連載が

始まりました。約 3週間に一度更新されます。ぜひご覧ください。

　日整ホームページ（http://www.shadan-nissei.or.jp/）にアクセスし、右に並んでいる「アンチ

エイジング講座」のバナーボタンをクリックすることで今まで掲載された記事が表示されご覧い

ただけます。

日本柔道整復師会のアンチエイジング講座
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北海道
第43回北海道学術大会札幌大会特別講演 

『地域包括ケアと柔道整復師の役割』

岡山大学客員教授　前厚生労働省老健局長
宮島　俊彦先生

　超高齢化を迎える日本では、病院から地域・
在宅まで、医療から福祉までの地域包括ケアシ
ステムが求められている。このシステムにおい
て、柔道整復師がその専門性と経験を活かして、
どのような役割を果たすべきかについてご講演
されました。

【地域包括ケア】
　地域包括ケアとは昭和50年代に広島県御調町
の国民健康保険診療所の医師である山口昇先生
が使い出した言葉です。看護師さんによる在宅
での健康指導、ヘルパーの導入、老健施設、特
別養護老人ホームを造り、いきなり自宅に戻る
のではなく保健施設でリハビリを行ってから戻
り、重度の方は特別養護老人ホームに入所して
いただくなど、病院だけではなく、施設を造る
ことで病院が初めて機能すると考えたのです。
現在、このような方向で行かなければ高齢化社
会は乗り切れないということで広まってきてい
ます。

【超高齢化社会】
　2010年は 3人の若者で 1人の高齢者を支えて
いたのでこれを騎馬戦型といっていました。も
う少し前はお神輿型といっており、2025年は 2
人で 1人を支え、2050年になると 1人が 1人を
担ぐので肩車型といわれていますが、これは何
歩も歩けないと思います。これからの高齢者の

3区分について65～75歳はできるだけ働こう、
75歳～85歳はできるだけ自立した生活を送ろう、
85歳からは穏やかな晩年を過ごそうという目標
を掲げています。

【介護ビジネスの現状】
　批判的な意見として零細・小規模の事業所が
多く、経営効率が悪い。更にサービスも断片的
でありプロのサービスになっていない、付加価
値が低いなどの意見も出ています。肯定的な意
見としては、参入が自由であり、需要増が見込
め、介護報酬で支払われるためビジネス上安定
的であるなど、最近は競争が激しくなっていま
すがこのような点が挙げられます。

【高齢者ケアの諸問題】
　最近いわれるのは認知症の行方不明で、この
問題は医療関係者と介護関係者だけで何とかな
るかというとそうではなく、見守りが必要にな
ります。また引きこもり老人、孤独死も話題に
上りますがこれは社会との繋がりがなくなった
方の問題であり、この繋がりをつけるのは医師
の仕事です。

【医療改革と地域包括ケアシステムの構築】
　急性期病院で急性期や亜急性期・回復期、最
近は地域包括ケア病棟というのが診療報酬でで
きました。ここに 1～ 2ヶ月くらいいてリハビ

国民のため、地域住民のため、患者さんのため公益活動をしてまいります

▲講演する宮島先生
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リや治療を行い、自宅でかかりつけ医が対応で
きるようなことをします。急性期病院は平均在
院日数を短縮していくなど機能を決め、帰宅後
は訪問診療と訪問看護やデイサービスの利用、
あるいはホームヘルプを利用するなど地域で生
活を支えるような基盤を作っていくということ
です。

【地域包括ケアの概念】
　住まいと住まい方、本人家族の選択と心構え
というか、在宅となるとそれなりの心構えがい
ります。ゴミ出し、見守り、買い物、配食など
はできないので、地域でどうにかしなければな
りません。また虐待、認知症の方の財産問題な
どは市町村や後見人制度という別の福祉サービ
スで対応しなければならない。このように生活
が成り立つ土壌ができて、そこで初めて専門職、
プロである医療、看護、介護、リハビリ、保健、
予防などが関与していくというところが地域包
括ケアの概念です。

【超高齢化社会の基本理念と課題】
　継続性をもって暮らす、高齢者自身の自己決
定の尊重、自己資源の活用が高齢者ケアの 3原
則です。課題として保健・予防は普及している
か、介護が自立支援に資するサービスになって
いるか、在宅の重度者支援、看取りができるよ
うになるか、地域の福祉・生活支援をどう構築
していくか、住まいとケアの分離をどう進める
かなどがあります。

【事例】
　稲城市というところにボランティア制度があ
り、活動を行った高齢者に対して、ポイントを
付与するものです。「夢の湖村」という100人規
模のデイサービスがあります。何が有名かとい
うと、在宅と同じ環境をつくっていて、メニュ

ーが豊富なため、皆さん一生懸命やるので、要
介護が改善してしまうようです。埼玉県和光市
では要介護認定率の引き下げをしました。地域
ケア会議の発祥の地です。新潟県長岡市では山
の上の特養ホームを廃止して、地域丸ごと包括
ケア、365日の配食サービスなど行っています。
気仙沼では被災地の取り組みとして、医療と介
護の ITシステムなど広域環境未来都市構想が
あります。宮崎県のホームホスピス「かあさん
の家」という所は、 1ヶ所当たり 5～ 7人程度、
終末期の方が民家でホームシェアしています。
そこに訪問診療、訪問看護、訪問介護が24時間
体制で入ってくる所があります。

【柔道整復師の役割】
　盛んに地域包括ケア体制といわれているのは、
地域ケア会議、在宅医療連携拠点などであり、
この体制をつくるには市町村が医師会と協力し
ていくことが基本です。そこにどのように参画
できるかどうか、皆さんがどのような役割を果
たせるかということが重要です。
　柔道整復師の役割として
①保健予防にどう取り組むか
②自立支援にどう取り組むか
③認知症がある人に何ができるか
④市町村行政に何が協力できるか
　これらを念頭においてそれぞれの地域でのご
活躍をお願いします。
� （広報員　高山訓正）

関東地域
群馬県

仕事と柔道　両立する姿に「礼！」 
第38回日整柔道北関東ブロック選手選考会

　平成26年 6月15日（日）、厚生労働大臣旗争奪
の標記選手選考会を群馬・栃木両県の役員と選
手が参加して開催した。試合は、全国少年柔道
大会県選手選考会に続き、同会場で午後12時30
分から開始。
　試合後に選手選考会が開かれ、試合結果、内
容等を検討し全国柔道大会に出場する北関東ブ
ロック選手団を決定した。▲講演風景



－ 32－

　先鋒　刈屋　遵（栃木・四段）
　次鋒　倉井康雄（栃木・四段）
　中堅　高木啓光（群馬・五段）
　副将　嶋村和彦（群馬・六段）
　大将　小椋国吉（栃木・五段）
　監督　木暮昌利（群馬・七段）

果敢な技に拍手 
第23回日整全国少年柔道大会群馬県選手選考会

　平成26年 6月15日（日）、前橋市民体育館柔道
場で、文部科学大臣杯争奪の標記選手選考会を
開催した。日整全国少年柔道大会は毎年10月、
体育の日に東京の講道館で開催される。試合は
午前 9時30分から開始。県内の小学 4年生から
6年生、総勢63名が参加。学年別に体重無差別、
男女混合で試合が行われた。各学年の上位に入
った選手の中から日整全国少年柔道大会への出
場者 5名が選ばれた。
5 選手を選抜
　試合後に行われた全国大会出場選手選考の結
果 4年生は関口選手、 5年生は田代・オゾエメ

ナ両選手、 6年生は見友・射羽両選手が群馬県
代表に選抜された。

（広報員　永井　毅）

千葉県

48団体延べ400人参加 
第23回日整全国少年柔道大会千葉県大会 

第 4 回日整全国少年柔道形競技会千葉県競技会

　平成26年 6月 8日（日）、千葉県総合スポーツ
センター武道館において、本会主催、（公社）日
本柔道整復師会・千葉県柔道連盟・千葉県柔道
道場連盟・千葉市柔道協会・船橋市柔道連盟後
援、千葉県柔道整復師協同組合協賛により、標
記大会が48団体延べ400人の少年少女の参加に
より開催された。
ここ数日の厳しい暑さが…
　数日間続いた真夏並みの厳しい暑さも一変、
ウソのように涼しくなった絶好の柔道日和に恵
まれ、早朝より選手が参集、一般市民ギャラリ
ーも次々と訪れた。
　開会式では、公用で欠席の岡本会長に代わり
高橋副会長は「本日観戦に来ていただいた市民
の皆さん、そして引率いただいた選手のご家族
の皆さん誠にありがとうございます、選手たち
への力強い応援よろしくお願いいたします。選
手の皆さんは、激しい戦いの中にも相手を思い
やる柔道精神を忘れず、日ごろの厳しい稽古の
成果を十分に発揮し、最後まであきらめない悔
いのない戦いを期待します」と挨拶された。
　続いて来賓祝辞、優勝杯返還、審判長より試
合上の注意の後、明心館関本道場の関本賢太選
手の力強い選手宣誓があり大会の火蓋は切って
落とされた。
熱烈な応援合戦！
　試合は団体戦・個人戦ともに素晴らしい白熱
した熱戦が展開、観客席ではそれぞれの団体の
応援団が身を乗り出しての力強い応援合戦が繰
り広げられ、場内放送で「IDカードを持たな
い方は観客席内で応援してください」とたびた
び注意されるほどの熱烈な応援の中、各部の表
彰者が決定した。
　形競技会では緊張感の漂う静寂の中、小学生
とは思えない素晴らしい「投の形」を落ち着い

▲北関東ブロック代表選手と役員

▲群馬県代表選手
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て演武、観客席から自然と拍手が沸きあがった。
　なお、健康相談ブースでは多数の市民が訪れ、
本会学術部員が親切に対応していた。

表　彰　者
団体戦男子の部 優　勝 明心館関本道場
団体戦女子の部 優　勝 植村塾
形　競　技　会 優　勝 取）大鷲ほのか
  受）大鷲泰生
  （流山市柔道会）
個人戦 4年生の部 優　勝 遠藤　大城
  （明心館関本道場）
 準優勝 中島凛太郎（植村塾）
個人戦 5年生の部 優　勝 永沼利得
  （中山柔道会）
 準優勝 藤田　大
  （紅柔道少年団）
個人戦 6年生の部 優　勝 村山　豪
  （紅柔道少年団）
 準優勝 八田京麿（植村塾）
＊平成26年10月13日（日）講道館で行われる日整
全国少年柔道大会には各学年の優勝者と 5年
生・ 6年生の準優勝者が代表選手として出場し

ます。
講評・閉会宣言
　閉会式では倉本大会委員長による、最後まで
あきらめずファイトあふれる試合をした選手た
ちへの賞賛と、的確な判定にあたった審判団へ
の賞賛の言葉があった。
　最後に閉会宣言で木村副会長が、協力いただ
いた各団体および各道場関係者、大会運営に尽
力した役員、そしてお手伝いをしてくれた高校
生へのねぎらいの言葉があり、大会は成功裏に、
大きな怪我もなく無事終了した。
� （広報員　渡辺　勇）

神奈川県

災害時救護派遣訓練
　平成26年 7月 6日（日）、第16回「北丹沢12時
間耐久レース」会場を訓練域に想定して災害時
派遣訓練の一環である救急時衛生材料の搬入訓
練を併せて行った。
1 ．想定訓練
1）平成26年 7月 4日15：00に山梨県県境、道
志村地域と相模原市緑区青根地域を震源地
とする震度 5強の地震が発生。本会事務所
に18：30災害対策本部を設置

2）震源域に隣接する本会相模支部では災害時医
療救護マニュアルに従って自院待機、情報収
集に努め、その状況を本部に報告とともに衛
生材料の搬入等の応援救護要請をする

3）本部においては発災現場までの進入ルート
の安全と搬入衛材・装備品・派遣人員の確
保および変化する状況の情報収集を 7月 5
日18：00まで行い、 7月 6日 6：00までに
被災地 A、B、Cの 3救護所への人員配置
の指示を出す

4）人員配置は
A救護所隊　下山　庄司　永田　松原　松
橋　亀崎　相模支部
B救護所隊　久保田　八木（雅）八木（敏）
相模支部
C救護所／搬入隊　白鳥　田代　稲葉　本
部派遣

5）搬入衛材は救護バッグ 3個ほかを 7月 5日
対策本部備蓄倉庫より車積載し、A、B救

▲開会式

▲監督と代表選手
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護所に搬入を行い C救護所では救護活動
をする

2 ．実地訓練
1） 7月 6日（日）晴れ、 5：15相模原市緑区
役所前に本部派遣の大和支部から応援救護
の 2名が到着

2）A救護所＝大会レース本部救護所に 5：55
到着、衛材・資料等確認 6：25出発

3）B救護所＝第 1 関門・チェックポイント
（18.58km）神の川ヒュッテに 7：05到着

4）C救護所＝第 2 関門・チェックポイント
（29.42km） 7：35神の川園地に到着救護
ブース用テント設営

　第16回北丹沢12時間山岳耐久レース救護ブー
スに本年も参加いたしました。第 2回大会から
の参画ですから大会役員の方々とも顔なじみで
す。早朝 6時前に現着するとスタート地点はラ
ンナーとその応援をする家族などで沸き返って
いました。
　梅雨の切れ間の晴天日、走者にとっては走り
やすい条件ながら、私たち救護ブースでは昨晩
まで降っていた雨により路面が滑りやすく転倒
による傷病が危惧される状態でした。本部、な
らびにヒュッテ救護所には医師、柔道整復師、
救命インストラクター、看護師の構成メンバー
で待機しました。
　C隊の配置である神の川園地はスタート地点
からは約30kmであり、第 2チェックポイント
の500m手前の位置です。傷病の状態によっては、
残り15kmが走破できるか否かの判断のアドバ
イスも求められる重要なブースともなっていま
す。このブースは簡易テントのみの設営であり
医師の参画がありませんから、重篤な熱中症な
どの走者が来ないことを願いつつ活動いたしま
した。携帯電話の使用ができない地域でしたが
Dr.ランナーとして参画の北里大学病院の看護
師、看護学生の携行する無線から常に全行程の

救助を必要とする状況等が把握することができ
ました。
　 7：35に現着し先頭ランナー（ 9：09通過）
から20～30人が来るまでは余裕ある態勢でした
が10：30から12：30は、かなり忙しい状態でし
た。終わってみれば擦過傷、筋肉痛、靴擦れな
どで、重篤な症状の方がいなくてホッといたし
ました。
各ブース 傷病者数
　　　A  　　28人
　　　B  　　36人
　　　C  　　26人
スイーパー並走救護 　　 7人　　合計　97人

3 ．結果・評価
　高低差1,143m、距離44.24kmに挑戦した者
1,712人。内完走者1,456人という結果でした。
　救護担当者からの目線では256人が途中棄権
をしたわけですが、各ブースでの集計からは捻
挫、挫傷等も多く完走率85％は高い評価ができ
ると思います。本部救護所ではレース完走後に
体調不良で駆け込み、点滴治療を受けるランナ
ーが多くみられました。
　想定の衛生材料等の搬入訓練、被災地までの
ルート確認および、そこに到達するまでの時間
の想定など順調な動きができました。今訓練で
は食糧搬入支援など途中調達の必要がなかった

▲C救護所メンバー
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ので時間配分も良好であったのかと思われます。

　園地＝C救護ブースに一人のランナーが
駆け込んで来て『昨年この救護所で手当て
を受けた者だが、昨年処置をしてくれた先
生が今年はランナーとして走っているよ。
あと30分もすれば追いつくよ。来たらよろ
しくお伝えください』との伝言。
　昨年、派遣訓練に参加の横須賀支部増川
俊太郎会員が本年は走者で出走、無事完走
いたしました。次年度はスイーパー柔整師
として地元の下山支部長と共に参画でしょ
うか。

（広報員　白鳥輝夫）

北信越地域
新潟県

平成26年度県民公開講座
　平成26年 5月18日（日）、新潟東映ホテルにお
いて、標記講座が開催されました。
　講師に（公社）秋田県柔道整復師会保険部長佐
藤幸先生をお招きし「秋田県の地域包括ケアシ
ステムの現状～『パワーアップライフ秋田』と
しての通所型介護予防事業への取り組みと現状

について～」を講演していただきました。
　秋田県柔道整復師会の介護への取り組み方は、
統一のマニュアル（ストレッチ、筋力トレーニ
ング）を作成。利用者をコミュニティセンター
や体育館に集めて柔道整復師を派遣し実施する
センター方式と、各接（整）骨院に集めて実施
するサテライト方式の両方で実施し、双方共に
着実に利用者の方が増加しているとのことでし
た。その中で秋田市・大舘市での介護予防事業
において、実際に行われている指導内容を
DVDの映像を見ながら説明していただきまし
た。バランスボールを使った運動や脳トレを取
り入れた体操を、実演を交えながら楽しく分か
りやすく紹介していただき、とても参考になる
講演でした。
　続いて本会金子益美副会長より「新潟県の地
域包括ケアシステムの現状」についての講演が
ありました。
　これから我われ柔道整復師が、高齢者が住み
慣れた地域で在宅での暮らしを継続できる社会
の実現を目指すために貢献するには、介護予防
の多くの拠点（地域の中での施術所の存在）や

▲講演する佐藤先生

▲バランスボール実演

和田秀樹　新会長就任

　平成26年 7月 7日
（火）、吉田充孝会長
の急逝により26年 7
月 8日（水）理事会に
おいて定款第26条 2
項・ 4項、第27条 2
項に基づき代表理事
の選任を下記のとお
りいたしました。

記
　代表理事　会　長　和田　秀樹
　代表理事　副会長　牧野　吉一
　代表理事　副会長兼総務統括部長
　　　　　　　　　　齋藤　武久
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専門職による個別の機能訓練を提供するなど、
さまざまなことが考えられます。地域密着型の
システムである地域包括ケアシステムでは、本
県の各市町村の介護予防を必要とする方々を現
在以上にサポートできるとの内容でした。
　以上の公開講座を通して、変化していく高齢
社会において柔道整復師が貢献できるさまざま
な方法を知ることができ、非常に有意義な時間
を過ごせました。また、本会会員はもちろんで
すが、一般の方も真剣な眼差しで聴講されてい
ました。

新潟市総合防災訓練
　平成26年 6月16日（月）、平成26年度の標記防
災訓練が新潟県消防学校において行われ、本会
から会員 3名が参加しました。
　「午前 9時00分、新潟県佐渡沖にてM7.8の地
震が発生し、新潟市では最大震度 6強を観測し
た」という設定で始まりました。航空機および
ヘリコプターにより上空から被害状況を把握・
報告の訓練、崩壊したビルや家屋の下敷きにな
った人の捜索、ならびに災害救助犬により発
見・救出する訓練、屋上に残された人をヘリコ
プターで救出する訓練などが行われました。そ
のほか、ライフラインの応急復旧訓練、レスキ
ューバイク隊、特殊車両隊等によるさまざまな
訓練が行われました。
　私たちの担当では、応急救護所が開設されト
リアージ判定された後、中・軽度者に対し（前
腕骨骨折・腰痛・下腿骨骨折・足関節捻挫）延
べ 5人に応急処置を施しました。訓練とはいえ
模擬患者さんに「大丈夫ですか？」「痛くない
ですか？」など声掛けをして安心を与えられた
と思います。これからも防災訓練に参加して、
いかなる緊急時にも対処できるように備えてお
きたいと思いました。
　また、新潟大学工学部情報工学科による情報
収集実験が行われていて、情報収集が少しでも
早く・間違いなく・簡単便利になることを願い
ます。
　ちょうど50年前の 6月16日に新潟地震が起きま
した。その後にも我が県は、新潟県中越地震・中
越沖地震と続けて被災いたしました。 3年前に
は未曽有の東日本大震災が発生しましたし、各

地で自然災害等
が頻発している
日本、何が起き
てもおかしくあ
りません。「備
え（ 技 術・ 経
験・物資）あれ
ば憂いなし！」
です。

（広報員　市川寿秀）

石川県

第63回金沢百万石まつり 
日赤救護支援活動

　第63回金沢百万石まつりが平成26年 6月 6日
（金）から 6月 8日（日）にかけて開催され、メイ
ン行事の百万石行列が行われ、 6月 7日（土）に
救護ボランティア活動を実施しました。
　百万石まつりは、加賀百万石の礎を築いた藩
祖前田利家公の偉業をしのんで毎年開催される
市民を挙げての祭りです。今年は加賀藩前田家
の慶事を祝う「盆正月」の再現イベントもあり、
観光客も含む約40万人が集まる祭典となりまし
た。この大イベントを安全に運営するために、
毎年多くのボランティアが汗を流しています。
特に利家公の金沢城入場を再現した百万石行列
はこのお祭りの最大の呼び物であり、行列が行
われた 6月 7日（土）は日本赤十字社石川県支部
が救護所を設置し、体調を悪くされた方や怪我
人、迷子捜索や傷病者の救護活動などを実施。

▲応急救護所

▲応急処置訓練
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本会でも、金沢北支部を中心に延べ19名の会員
がサポート。接骨石川（SSI）赤十字奉仕団と
して日赤石川県支部の活動を支援しました。他
の奉仕団を含め、救護ボランティアは総勢130
名でサポートしました。
　当日は薄曇りの天候。湿度も高い中、金沢駅
東口で行われたオープニングセレモニーでは、
100人を超える太鼓演奏が見る人の度肝を抜き
ました。まさに百万石にふさわしい大迫力！圧
巻の演奏でした。今年は2015年北陸新幹線開業
と、金沢シティーマラソン開催のPR隊も色を
添え、行列に約2,500人が参加し、沿道には約
40万人の観客が集まりました。
　行列区間が長いことから沿道の 3か所に救護
本部を設置し、本部付きスタッフと観客の中や
行列に沿って巡回する巡回班に分かれて傷病者
などの救護に当たりました。巡回斑は JR金沢
駅東広場前から金沢城公園三の丸広場までの
3.5kmの倍の道のりを徒歩にて同行していまし
た。この活動は、行列が始まった午後 2時から
踊り流しの終わる10時過ぎまで続き、大きな事
故もなく無事に終了いたしました。

第36回北信越学術大会石川県大会
　平成26年 6月28（土）、29（日）の両日、標記学
会がホテル金沢にて本県主管で開催され、28日
の夜は開会式、翌29日は公開特別講演、協賛発
表、会員発表、実技発表、ポスター発表が行わ
れ、約700人が参加しました。
　公開特別講演では『金沢発整形外科医療の最
前線～機能を残して命を助ける～』と題して最
新の医療現場でのお話を金沢大学附属病院の土
屋弘行整形外科主任教授にしていただきました。
　日本のベストドクターに選ばれた注目のドク
ターである土屋先生は以前までは、骨肉腫を発
症すると患部を切断しても余命が 1～ 2年でし
たが、現在では 8割の人が治る病気となったと
説明し、液体窒素処理骨再建術や抗菌金属（ヨ
ードコーティング金属）などを説明され、骨肉
腫は最先端医療により現在では発症前と同じよ
うに走れるまで回復が望めるようになったと話
されました。またどの診療科においても脚光を
浴びているES細胞や IPS細胞の再生医療も説
明され、感染症の心配もない再生医療の分野で
のさまざまな応用が期待、研究されていると説
明がありました。その後日本整形外科学会では、
運動器疾患からの寝たきりをなくそうというこ
とで『骨折を防いで、脱ロコモ宣言！』を話さ
れ、コロモーショントレーニングの『片足立ち』
左右 1分間 1日 3回などを紹介されました。
　このほかにも、創外固定器を使った治療、側
弯症に対する手術、関節リウマチによる『く』
の字に曲がった膝の人工関節置換術、ウサイ
ン・ボルト選手の腰椎側彎がもたらした好影響
について、自動車事故による右足根部切断の縫
合手術など大変分かりやすくお話していただき、

▲土屋弘行先生
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最後に聴講者からいろいろな質問を受け的確に
説明されていました。土屋先生のお話は、参加
者を巧みな話術で釘づけにした大変素晴らしい
公開特別講演でした。
� （広報員　佐藤裕之）

東海地域
三重県

第20回柔整師杯県下少年柔道大会 
第 1 回柔整師杯 

県下少年柔道形競技会
　平成26年 6月22日（日）、三重県営伊勢サンア
リーナにおいて、標記大会が開催されました。
　開会式前30分間にわたり、昨年10月開催され
た『第22回日整全国少年柔道大会』『第 3回日
整全国少年柔道形競技会』の模様を場内大スク
リーンで紹介しました。
　午前 9時30分橋本柔道部長の開会の辞、伊藤
和夫会長挨拶、ご来賓の中川正美三重県議会議

員挨拶後、 6年生の新井総馬選手（久居柔道教
室）・並木あのん選手（三重武道館） 2名によ
る選手宣誓後『第 1回柔整師杯県下少年柔道形
競技会』が開催されました。県内 8地区から 8
組が参加し「投の形」の演技を行いました。そ
の後『第20回柔整師杯県下少年柔道大会』に移
り、県内の道場・柔道教室から300名が参加し、
小学 4・ 5・ 6年生男女別による個人戦 6部門
で頂点を目指しました。
　試合が開始されると、会場内は保護者や指導
者の盛んな声援で熱気につつまれました。
　救護の部門では、これからの時代の流れとし
て柔道大会における事故発生時の対処方法とし
て医師の配置は必要不可欠であるとの判断によ
り、従来からの本会救護班に加え、堂本洋一　
伊勢慶友病院院長（脳神経外科医）にお越しい
ただき、救護活動を担当していただきました。
　各部門決勝戦・全国大会選手選考試合後、形
競技会の審査員を務めていただいた（取）脇田
章敬氏（受）深美幸治氏による「投の形」が演
武されました。
　今回の柔道大会各部門の上位 4名と形競技会
優勝ペアは、 7月27日（日）岐阜県で開催される
『柔整師杯第11回東海少年柔道選手権大会』（個
人戦）と『第 4回東海少年柔道形競技会』へ出
場します。
　また10月13日（月・祝）講道館で開催される
『第23回日整全国少年柔道大会』（団体戦）には

4年生＝和田雄翔君（菰野柔道教室）、 5年生
＝筒井穣亮君（松阪市武道館）、木村玄紀君（久
居柔道教室）、 6年生＝中村心君（さざれ道場）、
加藤公央君（かわごえ柔塾）の 5名が三重県チ
ームとして出場します。

� （広報員　伊藤昌夫）

▲満員の会場
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近畿地域
兵庫県

第30回兵庫県柔道整復師会 
少年柔道大会

　平成26年 7月 6日（日）、標記大会が、グリー
ンアリーナ神戸で開催された（＝写真）。
　柔道で児童の豊かな心と体を育てることを目
的に“いつまでも夢をもち大きく伸びよ”をス
ローガンに掲げてスタートした大会も今回で30
回目を迎えた。
　大会は、県内各地の柔道教室や道場から、男
女小学生584名122チームが高学年67チーム・低
学年55チームに分かれ、トーナメント形式で行
われ、監督やチームメイト、家族の声援を受け
熱戦が繰り広げられた。
　高学年の部決勝は、過去 5回優勝の「兵庫少
年こだま会」と初優勝を狙う「二見少年柔道ク
ラブ」の対戦となり、「二見少年柔道クラブ」
が初優勝を勝ち取った。低学年の部決勝は、今
回で 4年連続となる「二見少年柔道クラブ」と
「広畑柔道教室」が対戦し、高学年に続き「二
見少年柔道クラブ」が連覇で 3度目の優勝を飾
った。
　その後、日整全国少年柔道大会に出場する兵
庫県代表選抜メンバーを決める個人戦が行われ、
4年生　中村乾渡君（二見少年柔道クラブ）・
5年生　所谷一平君（龍野若竹会）と住谷蓮君
（二見少年柔道クラブ）・ 6年生　常陰司竜君
（社柔道少年団）と本田祥万君（二見少年柔道
クラブ）の 5選手が、兵庫県代表選抜チームと
して10月に講道館で行われる日整全国少年柔道

大会の代表に選ばれた。
★大会結果★
高学年団体
優　勝　二見少年柔道クラブ（東播地区）
準優勝　兵庫少年こだま会（神戸地区）
第 3位　土曜柔道会（阪神地区）
第 3位　龍野若竹会（西播地区）

低学年団体
優　勝　二見少年柔道クラブ（東播地区）
準優勝　広畑柔道教室（西播地区）
第 3位　黒田庄柔道少年団（東播地区）
第 3位　土曜柔道会（阪神地区）

� （広報員　本田　崇）

四国地域
香川県

AEDの設置施設拡張を進める
　本会館にはAEDを 2台設置して柔道試合な
どでは救急担当員が待機している。現在、私た
ち会員の接骨院内にはAED設置を積極的に進
めている。緊急時の医療にどう携わり、どこま
で私たちは、その責務を担えることが可能か、
多数の会員がこの緊急医療への取り組みに意欲
を燃やしている。
　南海トラフ巨大地震災害の発生がいわれてい
る現状を的確に把握し、本会は県民、地域住民
への公益性のある医療の模索をより広い範囲で
試みなければいけないと思っている。

▲兵庫県代表選手
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第23回日整全国少年柔道大会・第 4 回
日整全国少年柔道形競技会香川県予選
　平成26年 7月20日（日）、午前 9時から本会柔
心館道場にて標記の試合・競技会が開催された。
香川県内から選抜された形競技 7チームまた、
それぞれ各地域から選ばれた代表選手が出場し
た。
　浪越琢視副会長が開会の辞を行い、石原誠大
会会長は「日ごろの鍛錬した力を出し切り、悔
いのない試合をしてほしい」と挨拶を述べた。
　続いて香川県柔道連盟の松本澄夫会長また宮
本欣貞香川県議会議長のご臨席の上、選手たち
への激励の挨拶をいただいた。松本裕司審判長
より形については「礼法・所作・技の崩し・作
り・かけ、そして、相手を投げ切る形を心掛け
てください」との説明があった。
　形の競技審査の結果、取・宮本真登、受・大
西晃洋選手（宇多津体協）が高得点で優勝した。
また個人リーグ戦で試合が行われ、（ 4年生）
秋山大季、（ 5年生）藤本勝己、寺尾虎喜、（ 6
年生）花崎凱阿、中井瞭、各選手が選抜された。
香川県柔道連盟田中孝司副理事長の講評のなか
で、「勝ったからといってガッツポーズなどし
ない、相手を尊重することが武道である」、ま
た「オリンピック選手になれるよう努力してほ
しい」というお話があった。これは本会の願い
でもある。神高敏伸副会長の閉会の辞で終了し
た。

� （広報員　武田雄兒）

愛媛県

保険・学術研修会
　平成26年 6月 8日（日）、10時から標記研修会
がエスポワール愛媛文教会館 4階研修室におい
て、会員61名により開催された。
　保険部佐藤佳孝委員の司会進行で浜野士朗会
長が「皆さんおはようございます。本日は朝早
くから出席いただき誠にありがとうございます。
平素は会務にご協力賜り厚くお礼申し上げます。
本会も 4月 1日から公益社団法人に移行し業務
を遂行いたしております。移行に関しても皆様
の多大な協力の下、無事移行でき感謝いたして
おります。 3月20日付で厚生労働省保険局長よ
り 4月 1日から『柔道整復師の施術に係る療養
費の算定基準』が変更となりました。労災なら
びに自賠責も変更となりましたので事務処理等
誤りのないようよろしくお願いいたします。先
日、日本柔道整復師会も60周年を記念して『は
つらつ！健康“ほねつぎの知恵袋”』という本

▲三橋日整保険担当理事

▲高橋知巳会員

▲出場選手
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を発刊され国民の健康づくりに一役果たせたも
のと確信いたしております」と挨拶された。
　保険研修会は「柔道整復療養費の現状につい
て」と題し、（公社）日本柔道整復師会三橋浩之
保険担当理事を講師に迎え講演していただいた。
　講演では柔道整復師の現況、（公社）日本柔道
整復師会の動き、平成26年料金改定の付帯事項、
保険者・組合健保の厳しい対応、よくある質問、
交通事故自賠責保険について、地域包括ケアな
ど、画像を見ながら説明され、会員からの質問
にも分かりやすく説明していただいた。
　学術研修会では「アシカくん体操の骨盤後傾
への効果」と題して本会の高橋知巳会員が発表
され、近年スポーツ外傷で来院する若年層に背
部の機能的障害が見られる症例にしばしば遭遇
する。正しい姿勢などに対する自己意識不随等
が増加しているのが原因である。何か改善する
方法はないか考えアシカの動きの方法により改
善策を試み報告され、施術に関しても画像を見
ながら説明され無事終了した。
� （広報員　井関澄男）

九州地域
佐賀県

「さが桜マラソン」 
2014.4.6救護ボランティア活動

　「さが桜マラソン」は、1989年ハーフマラソ
ンで始まり昨年からフルマラソンとなり今年 2
回目、国内外からフルマラソン8,316人、ファ
ンラン（10km）を含めると 1万人が参加する
大会となりました。
　招待選手として世界選手権代表の川内優輝選
手（埼玉県庁）ゲストランナーとして尾崎好美
さん・君原健二さん・柳川春己さん（パラリン
ピックマラソン出場）も参加されました。
　佐賀新聞主催の「さが桜マラソン」では、ボ
ランティア3,000人、約 7万人の沿道応援が選
手を支え、当会のボランティア団体も「接骨・
整骨ボランティア佐賀」が27名、九州医療専門
学校の学生15名、総勢42名により吉野ヶ里歴史
公園と水ものがたり館の 2ヶ所の救護所におい

て、ストレッチやテーピング、アイシングなど
によるコンディショニングケアを施行、両救護
所合わせて380人のランナーが利用されました。
　吉野ヶ里救護所は、公園内の屋根付き休憩所
の側面を厚手のビニールで被い中に簡易ベッド
を持ち込み特設救護所として完成。また、水も
のがたり館では急遽救護室として研修室を開放
していただき暖かい室内での活動ができ、ラン
ナーだけでなく我われもスムーズな施術ができ
助かりました。
　本コースは、平坦なコースということもあり
ますが、当日は少し風があったものの晴天でラ
ンナーにとって良好なコンディションであった
ため、約 9割超のランナーが完走されたとのこ
と。
　タイム・ストップ後の後片付けの際には、他
のスタッフから「ありがとうございました。助
かりました」との声を多数いただき、我われも
微力ながら協力できたのではと、胸をなでおろ
した。来年も他の多くのボランティアの方々と
一緒に、大会を盛り上げるお手伝いができたら
と思っております。

▲吉野ヶ里救護所

▲水ものがたり館救護所
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◎救護場所：23.5km地点第 3救護所（吉野ヶ
里歴史公園内）
　活動時間： 8：00～14：00
　佐賀県柔道整復師会救護ボランティア吉野ヶ
里メンバー　11名
　九州医療専門学校学生ボランティア　 8名
　救護人数：220人
◎救護場所：36.8km地点第 7救護所（水もの
がたり館）
　活動時間： 8：30～15：30
　佐賀県柔道整復師会救護ボランティア水もの
がたり館メンバー　16名
　九州医療専門学校学生ボランティア　 7名
　救護人数：160人

第29回中学生柔道錬成大会
　平成26年 5月11日（日）、県総合体育館で、当
会主催の標記大会が開催された。
　柔道を通じ子供たちの健全育成と地域貢献を
目的に始まった大会で、県内中学41校男子224名、
女子50名、計274名が出場。
　楠本利巳副会長の進行により古澤均事業部長
の開会宣言に続き、富永敬二会長より「今年度
最初の県レベルの大会であり、正々堂々と悔い
のない試合を期待している。また、勝敗を離れ

ても柔道を通して友情を深めていただきたい」
と挨拶があった。
　また、来賓祝辞として今村雅弘衆議院議員、
福岡資麿参議院議員より当会への感謝と励まし
の言葉をいただいた。そして、中学生のときに
当大会に出場し現在佐賀県警察に勤務をされ全
日本大会に出場された楢崎誠選手も中学生選手
に「2020年には、東京オリンピックが開催され
ます。今は、基本をしっかり身に付け頑健な身
体と何物にも負けない精神力を持ってオリンピ
ックを目指してください」とエールを送った（＝
写真）。

　少子化の影響や各地区の体育祭と重なったり、
毎年選手人口が減っていたが今回の出場選手は
昨年より22名増え会場は関係者・マスコミや保
護者の応援に包まれ好試合が続いた。
　また、ボランティア委員、手塚憲市部長ほか
4名が試合前のテーピング処置や試合中の怪我
に対し適切な対応に当った。
　昨年に続き受付と試合会場には、今年で 4回
目となる東日本大震災義援金箱を設置し呼び掛
けを行い、被災地の方々の力となるよう託され
た義援金と我われ県柔道整復師会からの補填分
との合計を復興支援義援金として佐賀新聞社の
佐賀善意銀行へ預託した。
� （広報員　小嶋利博）

▲選手宣誓
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　ヨーロッパでは、コウノトリは「赤ちゃん
を運んでくる鳥」といわれています。
　日本でも古来より、幸せを呼ぶめでたい鳥
とされてきました。しかし、江戸時代までは
人間と共生してきましたが、明治以降の密猟・
水田整備・農薬散布などで生息環境が悪化し
て激減。1971年、日本固有の野生のコウノト
リは絶滅しました。
　兵庫県豊岡市では人工飼育し成鳥を自然に
返す放鳥が行われていますが、私たちの故郷、
福井県越前市内でも人工飼育が行われ、つい
に先日、つがいに待望の赤ちゃんが 3羽誕生
しました。福井県内では半世紀ぶりのコウノ
トリの誕生です。
　今回、福井県と地元住民の皆様が、コウノ
トリの舞う里づくりを目指して取り組んでい
る“コウノトリプロジェクト”について、ご
紹介いたします。
　同プロジェクトの福井県安全環境部自然環
境課の木村美貴獣医師に、その取り組みにつ
いて以下のとおりお聞かせいただきました。
　福井県では、越前市白山地区において、平
成23年12月から兵庫県との共同研究として、
兵庫県立コウノトリの郷公園からつがいのコ
ウノトリを借り受け、飼育繁殖の取り組みを
始めました。越前市白山地区住民のご協力を
得ながら、県および越前市の職員がコウノト
リの飼育に当たっています。
　借り受けたコウノトリのつがいは「ふっく
ん」「さっちゃん」の愛称で親しまれており、
飼育 3年目を迎え
た今年、ついに 3
羽のヒナをかえし
ました。しかしそ
の道のりは決して
平坦なものではあ

りませんでした。
　飼育 1年目（平成24年春）は産卵がないま
ま繁殖期が終了、 2年目（平成25年春）は 5
個の卵を産んだものの全て無精卵でした。そ
して 3年目の今年、 2個産卵しましたが残念
ながら無精卵でした。そのため兵庫県から 3
個の有精卵を譲り受け、ふっくんさっちゃん
に抱卵させたところ、無事 3つの命が孵化し
たのです。福井県内でのコウノトリのヒナの
孵化は、昭和39年に小浜市で野外のコウノト
リペアの元に生まれて以来、実に50年ぶりの
快挙でした。
　 7月中旬現在、 3羽のヒナは日に日に大き
くなり、黒い風切羽が伸びはじめています。
生まれたばかりのころはバランスを崩してひ
っくり返っていることもありましたが、脚も
丈夫になり、成鳥のように立ち上がり、巣の
中を汚さないように外に向かってフンを飛ば
すこともできるようになりました。ヒナたち
は巣立ちまでのあと 1ヶ月を、巣の中で過ご
す予定です。
　まだ小さく頼りないヒナたちですが、近い
将来、その翼に福井県の大きな期待を乗せて
羽ばたいてくれることを夢見て、コウノトリ
プロジェクトは進んでいくとのことです。
（写真は、福井県安全環境部自然環境課の提
供です）

いい話
ちょ
っと

半世紀ぶりの産声
～コウノトリが舞う里づくり～

公益社団法人福井県柔道整復師会　熊田　克典

▲コウノトリ▲ヒナたち
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　今回ご紹介する本は次世代の医学として物
理学領域の「量子」を医学に応用した「量子
医学」に関するもので量子波である「テラヘ
ルツ波」について書かれた本です。
　40年近く主として大学病院で近代医学を用
いて前立腺癌、膀胱癌等の患者さんを治療し
てきた泌尿器外科である著者が、西洋医学、
東洋医学、気功、ヨガ、食生活の研究など多
岐にわたる研究と経験により身体を構成して
いる分子、そしてその最終形態である量子に
着目されヒトの病気は結果として量子場の乱
れが大きく関与しており、それを修復し治療
するための方法としてテラヘルツ波が有用で
あると説かれています。
　本書ではまず代謝メカニズムから活性酸素
などのフリーラジカルというものが身体に及
ぼす影響を解説され、そのフリーラジカルを
効率よく取り除く一つの方向としてテラヘル
ツの利用が有効であるとしています。フリー
ラジカルが大きく関わる癌疾患についてもテ
ラヘルツの有用性が記されてあります。また
心は量子波の表現形であるとして心と身体の
関係性の大切さにも触れてあります。現在、
著者は「SHIMA量子医学研究所」を開設され、
テラヘルツ波を用いて癌治療、認知症など神
経ネットワークの再生治療を行っておられま
す。
　医療の進化に併なって、我われの治療分野
でも新しい治療法や機器が生まれています。
日本オリンピック委員会は選手のケアのため
に、ソチオリンピックで高周波治療器を導入
しました。最近では、そのラジオ波という高

周波を用いた機器の導入が我が業会でも始ま
っています。私がこの本に注目したのは、こ
のテラヘルツ波を用いた量子医学の可能性が
非常に広きにわたり、テラヘルツ波が細胞レ
ベルでの変化を起こすことなどから運動器疾
患にも効果があり我われの業界にも改革をも
たらす可能性があるのでは？と思ったからで
す。難解な語句もありますが新しい発想から
生まれた治療であり、良い刺激を与えてくれ
る本であります。

学術部　寺本　欽弥

分子と心の働きを知れば
本当の健康法がわかる

著　者：�島博基
発　行：パレード　
発　売：星雲社

A5判　174ページ
定　価：1,429円＋税

学術部から
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「
福
島
県
い
わ
き
市
か
ら
来
ま
し
た
。
金
成
友
美
で
す
」

そ
う
自
己
紹
介
を
す
る
と
、
何
割
か
の
人
に
こ
う
尋
ね
ら

れ
る
。「
石
川
県
に
は
避
難
し
て
き
た
の
？
」

　『
福
島
県
か
ら
来
た
』
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想
し
て
そ

う
思
う
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
私
は
決
し
て
避
難
の
た

め
に
石
川
県
へ
来
た
の
で
は
な
い
。
柔
道
整
復
師
に
な
る

た
め
に
こ
こ
に
来
た
の
だ
。

　
私
は
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
、
体
育
の
授
業
以
外
は
運

動
に
関
わ
ら
な
い
で
過
ご
し
て
き
た
。

　
父
は
牧
師
。
母
は
保
育
士
。
祖
父
母
や
親
戚
に
も
柔
道

整
復
師
は
い
な
い
。

　
そ
ん
な
私
が
柔
道
整
復
師
と
い
う
職
業
に
興
味
を
持
っ

た
き
っ
か
け
は
、
4
年
前
の
東
日
本
大
震
災
だ
っ
た
。

　
震
災
後
、
私
は
父
を
は
じ
め
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
と
一
緒
に
、
休
日
は
い
わ
き
地
区
の
支
援
活
動
に
参

加
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
「
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
小
学

校
の
体
育
館
に
行
き
、
手
技
に
よ
り
避
難
者
に
ケ
ア
サ
ポ

ー
ト
を
施
し
な
が
ら
そ
の
人
の
話
を
聞
く
」
と
い
う
活
動

が
あ
っ
た
。
当
時
高
校
2
年
生
に
な
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た

私
は
そ
の
活
動
を
通
し
て
、
ま
ず
人
に
手
技
を
施
す
こ
と

に
興
味
を
持
っ
た
。
昔
か
ら
肩
も
み
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ス

ト
レ
ッ
チ
を
人
に
す
る
の
が
好
き
で
、
そ
れ
が
仕
事
に
な

れ
ば
楽
し
そ
う
だ
と
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
人
に
手
技
を

施
す
業
務
の
仕
事
を
探
し
い
ろ
い
ろ
な
職
業
が
出
て
き
た

が
、
当
時
一
番
興
味
の
薄
か
っ
た
職
業
は
柔
道
整
復
師
だ

っ
た
。

　
転
機
は
そ
れ
か
ら
半
年
後
。
仮
設
住
宅
の
集
会
所
で
手

技
に
よ
り
避
難
者
に
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
施
す
支
援
活
動
に

参
加
し
た
と
き
だ
。
手
技
に
よ
る
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
避
難

者
に
施
す
こ
と
は
東
京
か
ら
来
た
数
名
の
柔
道
整
復
師
が

し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、
私
は
会
場
の
設
置
を
手
伝
っ

て
い
た
。

　
自
分
の
手
が
空
い
た
と
き
に
手
技
に
よ
る
ケ
ア
サ
ポ
ー

ト
を
見
学
に
行
く
の
だ
が
、
私
に
は
柔
道
整
復
師
の
先
生

が
行
う
手
技
の
意
味
が
理
解
で
き
な
い
。
一
見
関
係
な
い

と
思
え
る
部
位
を
押
し
た
り
伸
ば
し
た
り
し
て
い
る
の

に
、
施
術
を
受
け
た
人
は
「
痛
か
っ
た
場
所
か
ら
痛
み
が

引
い
た
」
と
か
、「
動
か
し
に
く
か
っ
た
場
所
が
動
か
し

や
す
く
な
っ
た
」
と
言
う
の
だ
。

　
そ
の
光
景
を
不
思
議
に
思
い
調
べ
て
行
く
う
ち
に
、
柔

道
整
復
師
が
手
技
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
機
能
訓
練
だ
け
で
な

く
骨
折
・
脱
臼
・
捻
挫
・
打
撲
な
ど
大
き
な
怪
我
へ
の
施

術
が
で
き
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
れ
ま
で
接
骨
院
・
整
骨

院
に
行
く
機
会
な
ど
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
衝

撃
的
だ
っ
た
。

　
柔
道
整
復
師
に
な
れ
ば
、
痛
い
思
い
を
し
て
困
っ
て
い

る
人
に
手
当
を
し
て
癒
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
何
て

素
晴
ら
し
い
職
業
だ
。

　
そ
れ
ま
で
何
の
目
標
も
な
く
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
私

は
、
そ
の
と
き
に
将
来
の
夢
を
見
つ
け
た
。

　
そ
こ
か
ら
紆
余
曲
折
を
経
て
、
私
は
石
川
県
金
沢
市
に

あ
る
北
信
越
柔
整
専
門
学
校
へ
入
学
し
た
。

　
数
あ
る
学
校
の
中
か
ら
こ
の
学
校
を
選
ん
だ
理
由
は

『
実
家
か
ら
遠
い
』
か
ら
だ
。
実
際
、
実
家
か
ら
学
校
ま

で
に
は
5
1
6
キ
ロ
の
距
離
が
あ
る
。

　
前
記
の
と
お
り
、
私
は
運
動
を
せ
ず
に
生
き
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
運
動
、
そ
れ
も
柔
道
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、

学
校
が
家
か
ら
近
け
れ
ば
す
ぐ
心
が
折
れ
て
帰
っ
て
し
ま

う
。
自
分
を
追
い
込
む
た
め
に
も
な
か
な
か
帰
る
こ
と
の

で
き
な
い
距
離
に
行
き
た
か
っ
た
。
そ
し
て
都
合
の
良
い

こ
と
に
石
川
県
は
母
親
の
出
身
地
。
両
親
も
そ
こ
ま
で
な

ら
、
と
実
家
を
離
れ
る
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
。

　
学
校
に
入
学
し
、
柔
道
だ
け
で
な
く
勉
強
も
予
想
以
上

に
辛
い
こ
と
を
知
っ
た
。
し
か
し
私
は
ま
だ
心
が
折
れ
ず

石
川
県
に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
意
地
で
も

資
格
を
取
っ
て
や
る
！
と
日
に
日
に
思
い
が
強
く
な
っ
て

ゆ
く
。

　
私
の
夢
は
、
立
派
な
柔
道
整
復
師
に
な
り
、
た
く
さ
ん

の
人
の
力
に
な
る
こ
と
。
そ
し
て
、災
害
が
起
こ
っ
た
際
、

今
度
は
私
が
柔
道
整
復
師
の
職
種
を
活
か
し
て
被
災
地
へ

支
援
に
行
く
こ
と
。

　
ま
ず
は
一
つ
目
の
夢
を
意
地
で
も
叶
え
、
そ
し
て
二
つ

目
の
夢
の
た
め
に
備
え
た
い
。

『
私
が
こ
こ
に
い
る
理
由
』

北
信
越
柔
整
専
門
学
校
昼
間
部
2
年
　
金か

成な
り

　
友と
も

美み
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学術部から

公益社団法人日本柔道整復師会
第39回中国学術大会　山口大会
第36回北信越学術大会　石川大会
会員発表（ハイライト）動画配信

　日整学術部では、ホームページ上におきまして全国各ブロック学術大会発表の動

画を配信しています。

　今回は、平成26年 6 月15日（日）に山口県 ホテル松政で開催されました第39回中国

学術大会山口大会と、 6 月29日（日）に石川県 ホテル金沢で開催されました第36回北

信越学術大会石川大会の会員発表を配信いたします。

【動画の見方】
日整ホームページ（http://www.shadan-nissei.or.jp/）にアクセスし、　　　　　 の後

学術部→学術大会会員発表動画　または

　　　→第39回中国学術大会　山口大会

　　　→第36回北信越学術大会　石川大会

をクリックしていただくことでご覧いただけます。

ユーザー名・パスワードは日整事務局（電話　03−3821−3511）にお問い合わせください。

（動画再生期間　2014年10月1日〜11月末）

ログイン
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【日整HP「会員ページ」へのアクセス方法】
　日整ホームページ（http://www.shadan-nissei.or.jp/）にアクセスし右下の ログイン  をクリックする

ことでご覧いただけます。

　パスワードは所属社団名と氏名を告げて、日整事務局（03-3821-3511）にお問い合わせください。

会員限定

日整HPからご覧いただけます
［学術部］

1．日整主催学術大会一覧
　　・平成26年度公益社団法人日本柔道整復師会主催学術大会一覧
2．学術大会会員発表動画一覧
　　・平成24年度・平成25年度日整主催学術大会会員発表ダイジェスト動画一覧
3．富山大学寄附講座
　　・富山大学寄付講座活動報告 Vol. 6
　　・富山大学寄附講座大学院修士課程入学案内
4．「柔道整復学」専攻区分「学士」を目指す方へ
　　・独立行政法人大学評価・学位授与機構について
　　・科目等履修生制度の開設大学一覧　ほか
5．「学術シリーズ」原稿募集
6．生涯学習単位取得報告
　　・平成24年度生涯学習・ボランティア活動単位取得報告
7．平成25年度生涯学習単位取得報告書
　　・平成25年度生涯学習単位・ボランティア活動単位報告書（ダウンロード可）
8．平成25年度学術・生涯学習講習会報告
9．「骨継ぎの知恵袋」アイデア募集
10．公認私的研究会
　　・公認私的研究会一覧

［国際部］
1．学術大会における国際部活動報告
　　　草原に架かる虹を追って －モンゴルでの記録－
　　　　第36回北信越学術大会　石川大会【動画配信】

2．「日本伝統治療（柔道整復術）指導者育成・普及プロジェクト」情報
・ NHK国際放送（NHK-WORLD）“Side by Side”にて本プロジェクトを取り上げた番組
の放送が決定いたしました。詳しくは国際部のページをご覧ください。

　　・第 1回日本研修中間報告会
　　・第 1回日本研修閉講式
　　　JICAのホームページにも日本研修閉講式の記事が掲載されました。
　　　http://www.jica.go.jp/tokyo/index.html
3．柔道グランドスラム東京大会2014
　　柔道国際医科学シンポジウム発表者募集のお知らせ
　上記柔道国際医科学シンポジウムの発表者を募集いたします。研究成果の発表の場とし
て、また海外の医科学研究者とディスカッションできる場として有意義なシンポジウムで
す。多数の応募をお願いいたします。
募集締め切り：平成26年10月24日（金）

4．チンギスハーンの国
　柔道整復術を指導する講師としてモンゴル国を訪問した体験をご紹介いたします。紙面
に入りきらなかった写真も掲載しております。
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機関誌「日整広報はつらつ」掲載向け
「学術シリーズ」の原稿募集について

　日整学術部では、柔道整復師の優れた技術を幅広く国民にも分かりやすく紹介する目的で、
機関誌“日整広報はつらつ”とホームページに「学術シリーズ」を掲載しております。
　論文形式にとらわれないで、一般の方々にも分かりやすい内容で、皆様が日々の施療で活用
され「これは効果がある！」と思われる技術などを下記要項にてご応募ください。

記

機関誌“日整広報はつらつ”「学術シリーズ」の投稿規程

1．投稿原稿の内容　日々の施療で活用している有効な施療方法で、早期回復の技術や疼痛の
　緩和方法など、患者様の訴えや日常的な問題をタイトルにしていただいて結構です。
（日整広報はつらつ掲載）
　・原稿は A4版で横書き、ワードなどで作成する。
　・文字数は2,000～2,500字程度。（日整広報はつらつ 2ページくらいを限度に）
　・スライド（写真）数は 5枚以内
（ホームページ掲載）
　・原稿は A4版で横書き、ワードなどで作成する。
　・文字数・スライド（写真）数は制限しません。

2．投稿資格　公益社団法人日本柔道整復師会会員に限る。
3．投稿原稿の採択　公益社団法人日本柔道整復師会学術部において決定する。
4．応募締め切り　第26回選考平成26年10月末日・第27回選考平成26年12月末日
　　　　　　　第28回選考平成27年 2月末日・第29回選考平成27年 4月末日
5．送付方法　原稿およびデータを郵送またはメールにて送信ください
6．送 付 先　〒110‒0007　東京都台東区上野公園16番 9号
　　　　　　　公益社団法人　日本柔道整復師会　学術部宛
　　　　　　　電話 03‒3821‒3511　FAX 03‒3822‒2475
　　　　　　　E-Mail Address: gakujutu@shadan-nissei.or.jp
7．著 作 権　 “日整広報はつらつ”に掲載された著作物の著作権は公益社団法人日本柔道整

復師会に帰属する。
8．そ の 他　ご不明な点は日整学術部までお問い合わせください。

学術部から
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学術・生涯学習講習会開催のお知らせ

　公益社団法人日本柔道整復師会「第22回学術・生涯学習講習会」を下記の日程で開催予定
です。ご家族やお知り合いの方もお誘いの上、ご参加ください。

　日　　時：平成26年10月12日（日）　正午
　会　　場：日本柔整会館　〒110‒0007 東京都台東区上野公園16‒ 9
　入　　場：無料

　公開講座プログラム（プログラム内容は変更する可能性がございます）
学術講習会
　・富山大学寄附講座報告会　講師／西条寿夫　富山大学大学院教授
　・会員発表　佐々木忠之　会員（北海道）
生涯学習講習会
　・全国ボランティア活動報告　公益社団法人愛媛県接骨師会
　・特別講演　 講師／小笠原流礼法宗家　小笠原敬承斎　先生 

演題／日常に活かす武士の心得

申込に関するお問合せ
　公益社団法人日本柔道整復師会事務局
　　FAX：03‒3822‒2475　　Mail：gakujutu@shadan-nissei.or.jp

日整広報はつらつ発行日と原稿締切 ※原稿の締切厳守をお願いします。（広報部）

号 数 233号

5 月20日

7月20日

234号

7 月20日

9月20日

原稿締切

発 行

◆原稿締切日は奇数月２０日です◆
〈投稿される会員へお願い〉
ワードまたは一太郎などで作成された原稿の場合は、そのファイルをメールでご送付ください。
★編集会議の結果、投稿の内容により未掲載となる場合もありますのでご了承ください。また「投稿」

★投稿文は各都道府県事務所を通して応募ください。
★原稿・投稿者名にはふりがなをお願いします。

宛先：“日整広報”〈kouhou@shadan-nissei.or.jp〉

の場合、必ず日整広報原稿と記入または入力してください。

3 月20日

232号

3 月20日

5月20日

平成２７年

平成２７年

229号

9 月20日

11月20日

230号

11月20日

1月20日

231号

1 月20日
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日 整 文 芸

【
短

歌
】

山
梨
県

明
風

散
人

回

想

将
来
は
医
師
を
夢
見
し
若
人
は

万
難
排
し
初
心
つ
ら
ぬ
く

医
は
仁
術
と
僻
地
医
療
に
挺
身
し

信
念
つ
ら
ぬ
き
十
余
年
を
経
つ

思
い
遣
り
心
遣
い
の
細
や
か
に

整
形
病
棟
朝
が
始
ま
る

奈
良
県

長
谷
川
浩
行

「
模

様
」

早
春
の
季
節
は
遠
き
舞
う
雪
に

天
を
仰
ぎ
て
心
失
せ
る
や

と

淡
雪
や
溶
け
て
草
花
姿
を
も

手
に
と
る
息
吹
春
待
ち
た
る
や

は
こ

春
の
音
柔
ら
か
な
風
運
び
し
て

華
の
花
び
ら
天
空
に
舞
う

【
俳

句
】

群
馬
県

鈴
木

乗
風

菜
種
梅
雨

く
す
し

薬
師
よ
り
自
愛
の
書
状
菜
種
梅
雨

冴
返
る
形
見
の
服
の
匂
ひ
か
な

乙
女
ら
の
輪
切
り
キ
ュ
ウ
イ
の
春
を
呼
ぶ

【
川

柳
】

北
海
道

阿
部

篤
夫

外
吹
雪

友
よ
り
届
く
万
年
青
咲
く

吹
雪
あ
と
午
後
の
患
者
が
少
し
増
え

春
遠
い
彼
岸
過
ぎ
て
も
ま
だ
雪
が

石
川
県

東

勝
一

終
列
車
汽
笛
を
残
し
て
走
り
去
り

日
本
海
あ
の
日
の
旅
は
遠
く
な
り

今
の
旅

時
短

軽
装

快
適
性

「日整文芸欄では一般の方々からの投稿を募集しております」

広 報 部

日整文芸は、会員の方に加え、一般の方々からも「短歌」「俳句」「川柳」を募集します。一般の方
の投稿は、日本柔道整復師会会員を通じて、都道府県名、紹介会員名および連絡先、作品提出者名を
明記の上、ご応募してください。
日整文芸を通じて読者の皆様とよい交流の場となればと願っております。
作品は会員と同じく１人３首〈句〉までといたします。多くのご応募をお待ちしております。

宛 先 〒１１０�０００７ 東京都台東区上野公園１６番９号
公益社団法人 日本柔道整復師会広報部
TEL：０３�３８２１�３５１１ FAX：０３�３８２２�２４７５
E�mail : kouhou@shadan�nissei.or.jp

（作品は１人３首〈句〉までといたします）
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【
短
　
歌
】

福
岡
県
　
山
下
　
智
章

夏
来
れ
ば
子
供
の
頃
を
思
い
出
す

風
の
香
り
と
麦
藁
帽
子

天
の
川
大
地
に
雨
を
降
ら
し
時

水
無
月
と
成
り
田
畑
潤
す

秋
風
に
苦
瓜
の
葉
は
枯
れ
し
ら
む

祖
母
見
ら
ぬ
よ
う
水
菜
を
植
え
し

【
俳
　
句
】

群
馬
県
　
鈴
木
　
乗
風

蝉
し
ぐ
れ

綿
菅
の
雨
滴
ま
と
へ
り
銀
の
鈴

夜
明
け
は
や
三
国
街
道
威
し
銃づ

つ

　
　

鎌
倉
円
覚
寺
小
津
安
二
郎
眠
る

蝉
し
ぐ
れ
縁
の
墓
碑
に
誰
が
供
華
を

東
京
都
　
伊
藤
　
正
信

生
ビ
ー
ル
飲
む
妙
齢
の
喉
仏

桃
に
指
触
れ
て
し
ま
ゐ
し
悔く

い

少
し

大
き
く
て
武
骨
な
る
種
桃
に
し
て福

井
県
　
田
上
　
滋
良

紫
陽
花

蛍
や
限
界
集
落
人
を
呼
ぶ

紫
陽
花
や
口
か
ら
ぽ
ん
と
変
り
玉

父
の
日
や
タ
ン
ス
の
中
に
父
在
り
し

香
川
県
　
伊
勢
　
豊
郎
（
豊
生
）

卒
寿
来
て
夢
々
夢
の
未
来
舟

鳴
門
う
ず
強
き
力
を
我
に
く
れ

孫
の
夢
医
学
の
世
界
で
は
ば
た
け
り

【
川
　
柳
】

北
海
道
　
阿
部
　
篤
夫

鰤
あ
が
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
温
暖
化

雲
丹
採
れ
ぬ
流
氷
減
っ
た
オ
ホ
ー
ツ
ク

値
が
上
が
る
秋
刀
魚
不
漁
の
北
の
海石

川
県
　
東
　
勝
一

山
歩
き
木
の
根
が
足
を
守
っ
て
る

急
登
で
は
小
鳥
の
声
が
後
押
し
を

誰
も
な
い
虫
の
羽
音
の
お
も
て
な
し

〈
一
般
投
稿
〉�

【
短
　
歌
】

奈
良
県
　
長
谷
川
治
三
郎

花
影

雨
の
中
重
た
げ
に
咲
く
ア
ジ
サ
イ
や

梅
雨
に
色
あ
い
人
は
た
ち
ど
む

山
ゆ
り
よ
清
楚
に
咲
き
て
い
く
つ
に
も

初
夏
の
花
は
我
姿
み
せ

雨
の
中
し
ず
く
光
り
て
か
き
つ
ば
た

池
に
咲
き
そ
う
夕
の
姿
や

【
川
　
柳
】

高
知
県
　
か
お
る

割
箸
を
割
る
と
木
の
香
が
弾
け
出
し

り
ん
ご
か
じ
れ
ば
津
軽
の
雪
が
見
え
て
く
る

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
風
の
和
音
を
聞
い
て
い
る
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■熱い甲子園の戦いも済み勝者、敗者、応援す
る人、感動の涙、涙でした。 1回きりで負けれ
ばこれ以上進むことが不可能な高校野球。それ
だけに一球入魂で頑張ります。今は、選手たち
は出場できた幸せをかみしめていることでしょう。
　私たちの仕事も患者さんと向き合うときは真
剣勝負です。患者さんの一言一言を聞きもらさ
ず傷病などを判断しなければなりません。野球
は毎日毎日の練習から成果が表れます。私たち
は日々の学習から患者さんの信用が得られます。
涼風が広がり勉学の秋です。学会も開催されま
す。そしてスポーツの秋、食欲の秋です。実り
の秋を楽しみたいと思います。� （晴天雀）
■総務省の調査によると、空き家が全国で820

万戸、住宅総数の13.5％も占めて過去最高だそ
うだ。
　家があっても、住む人がいな
いようだ。わが家のお隣さんも、
子供たちがそれぞれ独立し、お
爺ちゃんが亡くなり、お婆ちゃ
んは介護施設へ。屋敷は草が生
え荒れ果ててしまった。ほんの
近くのお隣さん、最近お婆ちゃ
んが亡くなり、残ったのは65歳
の独身お兄ちゃん？　東京オリンピックに向け
てリニア新幹線の開通を目指し、名古屋駅では
地下50ｍに駅を作ろうとしている時代に、何と
も寂しい話ではないか。� （多毛家）
■私の娘がマネージャーを 3年間勤めた野球部
が、 1年生に入ったときは県予選でベスト 4ま
で行き、 3年生メンバーが抜けると、その後は
1点すら相手チームから奪うことのできないほ
どの弱小チームになってしまった。しかし巻頭
言に出てきた大逆転したチームの「笑えば前向
きになれる」「必笑」のように「笑いヨガ」「爆
笑」を取り入れると夏の県予選は 2試合で11点
も取れるチームに急成長した。 2回戦で負けて
しまったが、「心」も取り入れて頑張った 3年
間の努力は人生に大いに生かされると思う。日
本研修閉講式の工藤会長の挨拶にも「人に対す
る思いやり、感謝の気持ち」とあるが、いかに

「心技体」の心が大事か改めて思った。
 （家真舵）
■光輝く満月スーパームーンを数ケ月前から楽
しみにしていた。台風11号の影響で夢は儚く消
えた。今年のスーパームーンは 7月12日、 8月
10日、 9月 9日の 3回見れるとのこと、特に 8
月が最も大きく見え、通常の満月に比べたら、
大きさが14%、明るさが30%増しとのことだっ
たので非常に残念だった。
　月の軌道が楕円であるため今回、月と地球が
最も近付く距離が35万6,577kmで、最も遠い距
離は41万 kmなので、かなりの遠近差がある。
しかし、月が出始めた低い位置と、夜半真上に
見る月の大きさが違って見えるのは、目の錯覚
らしい。世の中、何事も見るとき、目の錯覚に
惑わされず真実だけを見続けたい。 （魅家下）
■柔整サロン「柔道整復師の未来のために」の
中で、富山大学大学院に柔道整復（神経・整復）

学講座の西条教授の話の中で、
大学評価学位授与機構に28番
目の学問として柔道整復学が
公認されたことは、胸を張っ
て「柔道整復学の確立」と主
張できるものと考える。
公式に用意された器に「柔道
整復学」を育む気持ち、エネ
ルギーを注入し発展させるの

は一人ひとりの柔道整復師の意識次第となる。
　これだけのことを目にして、何も感じない柔
道整復師はいないだろう？ （尾座和）
■モンゴル国内において柔道整復術を指導でき
るように、モンゴル人研修生を育成するための
日本研修が終わった（Ｐ9～17）。その閉講式の
挨拶で、研修生を受け入れた栗原整形外科医院
院長の栗原友介先生は「私は整形外科の看板を
掲げておりますが、『栗原ほねつぎ整形外科』
としたいくらい柔道整復師の先生方と縁があり
ます。モンゴルで役立つのは、手術をしないで
骨折を整復する保存療法が得意な柔道整復師で
す」と語り、その技術の発展を期した。身に余
る光栄である。柔道整復学の構築とは、理解あ
る整形外科の先生の協力を得て骨折の保存療法
を研究し、独自の技術を案出していくことにあ
ると思う。� （多夢楽）

編　集　後　記

よさこい
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新
潟
県
中
越
地
方
の
山
間
部
に
あ
る
十
日
町
市
松
代
・
松
之
山
に
は
、
日
本
の
原
風
景
と
呼
ば
れ
る
棚
田
や
茅
葺
き
民
家
が

姿
を
残
し
、
全
国
の
写
真
愛
好
家
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。
ま
た
美
し
い
ブ
ナ
林
も
年
間
十
万
人
が
訪
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
初
期
、
木
炭
用
に
伐
採
さ
れ
裸
山
に
な
っ
た
丘
陵
の
約
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
、
山
に
落
ち
た
ブ
ナ
の
実
が
芽
吹
き
、
若
木

が
一
斉
に
生
え
出
し
成
長
し
ま
し
た
。
現
在
、
樹
齢
九
十
年
の
ブ
ナ
の
樹
木
が
立
ち
並
び
、
昭
和
五
十
年
代
か
ら
地
元
で
は
、

ス
ラ
リ
と
し
た
立
ち
姿
か
ら
「
美
人
林
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

春
は
、
残
雪
の
中
か
ら
萌
木
色
の
若
葉
が
芽
を
吹
き
、
夏
は
、
林
の
外
よ
り
2
度
低
い
と
い
わ
れ
る
爽
や
か
な
風
の
中
で
森

林
浴
を
楽
し
み
、
野
鳥
の
さ
え
ず
り
に
耳
を
傾
け
、
秋
に
は
紅
葉
が
、
そ

し
て
豪
雪
地
帯
の
厳
し
い
冬
を
迎
え
ま
す
。
よ
く
晴
れ
た
放
射
冷
却
の
起

こ
る
朝
に
は
、
太
陽
の
光
を
受
け
て
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
に
輝
く
樹
氷

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

美
人
林
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
林
で
N
H
K
交
響

楽
団
が
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
こ
と
と
、
地
元
の
写
真
家
で
あ
る
佐
藤

一
善
氏
の
、
林
を
題
材
に
し
た
写
真
が
認
め
ら
れ
、
全
国
各
地
で
個
展
を

開
催
し
た
こ
と
に
よ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
佐
藤
氏
に
と
っ
て
「
写

真
道
場
」
で
あ
っ
た
美
人
林
に
、
私
も
年
に
数
回
訪
ね
ま
す
。

　

撮
影
の
日
は
曇
り
で
、
有
名
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
林
の
中
に
は
、
観
光

客
や
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
の
先
客
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
ら
が
写

り
込
み
な
が
ら
撮
影
を
始
め
る
と
、「
晴
れ
そ
う
も
な
い
」「
今
日
は
ダ
メ

だ
」
そ
ん
な
言
葉
を
残
し
て
、
そ
の
人
た
ち
が
立
ち
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。

数
分
後
、
誰
も
い
な
く
な
っ
た
林
の
中
に
雲
が
切
れ
、
黄
金
の
太
陽
の
光

が
差
し
込
み
、
夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
る
う
ち
に
一
瞬
の
光
芒

が
終
わ
り
ま
す
。
カ
メ
ラ
と
三
脚
を
手
に
車
に
戻
る
私
の
目
に
映
っ
た
の

は
、
大
型
バ
ス
か
ら
降
り
て
く
る
団
体
客
の
姿
で
し
た
。

〈
表
紙
解
説
〉

美
人
林（
び
じ
ん
ば
や
し
）

　
公
益
社
団
法
人
新
潟
県
接
骨
師
会
　
星
　
真
奈
美
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日本柔道整復師 協同組合員 のみなさまへ

総合補償制度（所得補償・医療補償等）

ご契約の際、被保険者数が1,000名未満もしくは5,000名以上になった場合、保険料が変更となります。

＜引受保険会社＞

〒１００－８９６５ 東京都千代田区霞が関３－７－３
団体・公務開発部 第二課

（ＴＥＬ）０３－３５９３－６４５３ （ＦＡＸ）０３－３５９３－６７５１

＜取扱幹事代理店＞
アームリンク 株式会社
〒３７１－０８４４ 群馬県前橋市古市町１－４３－６ 真塩ビル２Ｆ
（ＴＥＬ）０２７－２５５－３２３３ （ＦＡＸ）０２７－２８０－４６５９

ＳＪNK１４－０６２２１ （２０１４.８.６)

日整協同組合 「新・柔道整復師賠償保険制度」は
「鍼灸師賠償」がオプションとして加入できます！！

「柔道整復師業務」
（柔道整復師特約）

「院内施設の不備」
（施設危険担保特約）

「院内施設でのケガ見舞金」
（傷害見舞費用担保特約）

基本プラン 任意オプションプラン（任意に１つからでも選択できます）

②「日常生活」
（個人賠償責任保険）

③「個人情報漏えい」
（個人情報取扱事業者保険）

＊「任意オプションプラン」だけでのご加入はできません。必ず「基本プラン」とのセットでのご加入となります。

「新・柔道整復師賠償保険」では、「柔道整復師業務」の賠償事故だけでなく、任意オプションで
「鍼灸師などの業務」「日常生活」「個人情報漏えい」の賠償事故も補償できます！！

病気・ケガ・交通事故による所得減・医療費等をトータルで補償します！！

（所得補償保険、新・団体医療保険、交通事故傷害保険）

４０％割引！
（団体割引20%＋過去の損害率による割引２５%）

（団体長期障害所得補償保険）

２０％割引！
（団体割引20%）

この内容は概要を説明したものです。詳しい内容については、取扱代理店または損保ジャパン日本興亜営業店にお問い合わせください。

日整協同組合
ならではの
割引です！

「基本プラン」は以下による賠償事故を補償します！

①「鍼灸師などの業務」
（はり師、きゅう師

あん摩・マッサージ・指圧師特約）

「任意オプションプラン」は以下による賠償事故を補償します！

毎月ご加入
できます！

毎月ご加入
できます！

損害保険ジャパン日本興亜株式会社

「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」は、損保ジャパンと日本興亜損保が2014年9月1日に合併して誕生した会社です。
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公益社団法人日本柔道整復師会の皆さまへ 

 
柔道整復師会総合賠償保険 

（柔道整復師特別約款・施設所有（管理）者特別約款） 

昭和４７年より日本柔道整復師会の会員の皆さまを 

柔道整復業務にかかわる事故からお守りしています。 
保険期間：毎年 11月 1日から１年間 

募集期間：８月中旬～１０月下旬（詳細決定次第ご案内） 

【特徴】 

●日本柔道整復師会と三井住友海上とが会員の皆さまのために開発した保険で

す。 

●地域支援事業における介護予防事業に従事中の事故も補償いたします。 

●患者様が施術所内でのケガにより通院された場合の患者様へのお見舞金等も

補償いたします。 
 

所得補償保険 
病気・ケガでの休業を補償いたします。 

保険期間：毎年 8月 1日から１年間 

募集期間：６月中旬～７月中旬（詳細決定次第ご案内） 

【特徴】 

●仕事中、私用中の病気・ケガで休診された時の収入を補償します。 

●保険料は４０％割引であり、個人でご契約されるよりお得です。 
（団体割引（注１）２０％＋損害率による割引（注２）２５％） 

 
（注１） ご加入いただいた被保険者数によって決定されます。 

（注２） 損害率により、毎年割引率が見直しされます。 

     なおこれらの割引率は平成 25 年に保険期間を開始した契約のものです。 

※この内容は保険の特徴を説明したものです。詳しい内容については、専用パンフレット「日本柔道整復師会団体所

得補償保険のおすすめ」「柔道整復師会総合賠償保険のおすすめ」をご参照いただくか取扱代理店または三井住

友海上の営業店にお問い合わせください。 
 

 ＜団体窓口＞ 

公益社団法人日本柔道整復師会 事務局 TEL03-3821-3511 

＜引受保険会社＞                     ＜主要取扱代理店＞   

三井住友海上火災保険株式会社            株式会社ウーベル保険事務所 

広域法人部営業第一課                  〒104-0041 東京都中央区新富 2-4-5 ﾆｭｰ新富ﾋﾞﾙ 8F 

〒101-8011 東京都千代田区神田駿河台 3-11-1  TEL03-3553-8552  FAX03-3553-8553 

TEL03-3259-6692 FAX03-3259-7218      

B13-103692 使用期限 2014 年 8月 1日 
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